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、
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問
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商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

一
〇
四

あ
も

へ
ば

一
七
九
入
年
無
名

の
青

年
論
客

マ
ル
サ

メ
が

、
肚

會
改
造
と

人
類

の
幅
祉

へ
の
抑

へ
難
き
情
熱
を
胸

に

秘

め
な
が
ら

、
改
造
途

上
に
横

π
は
る

、

『
到
底

打
ち
難
き
底

の

一
大
困
難
』
を
登
見

し

て
、
『
人

口
法
則
』
て
ふ
恐

る
べ
き

互
砲
を
ば
、
當

時
英
佛

を
中
心

に
禰
漫

し

つ
＼
あ

つ
力
共
産

主
義

思
想

に
向
け
て
か
ら

、
肚

會
改
造

の
可
能

を
論
謹
す

る
義
務
は
肚
會
主
義
者

の
側

に
轄

嫁
さ
る

＼
に
至

つ
π
。

即
ち
肚
會
主
義
者
が
理
想
肚
會
實

現

の
可
能
な

る
所
以
を
主
張
す
る
π
め
に
は
、
須
ら
く
先
づ
彼
等

は
、

マ
ル
ず

ス
に
依

つ
て
備

へ
ら
れ
だ

『
人

口
法

則
』

を
論
破

し
、
そ

の
所
謂

『
肚
會
改
善

の
途

上
に
横

π
は
る
重
大
な

る
困
難
』

は

『
少
く
と
竜
理
論

上
だ

け
で

も
、
取
除
く

こ

と
を
得

る
も

の
で

あ
る
所
以
』

を
論
謹

せ
ざ

る
を
得
な
く
な

つ
π

の
で

あ

る
①
。

さ
れ
ば
僅
か

に
少
数

の
例

外
を
除

い
て
(註
一
)
、
大
部
分

の
肚
會
主
義
者

は

マ
ル
サ

ス
説

に
反

劃
し

『
人

口
法
則
』
の
論
破

に
努

め
π
。
そ

の
詳
細

は
之

を
他

日
に
留

保
す
る
が

、
自

か
ら

の
立
揚

を

『
科
學
的
』

と
標

榜
し
π

エ
ン
ゲ

ル
ス
や

マ
ル
ク

ス
で
す

ら
、

マ
ル
サ

ス
の
學
説
を
以

て
、
或

は
引
用
す

る
に
堪
わ
ざ
る

『
下
劣

下
賎

の
敷
義
』
、
『
自

然
と
人
類

と

に
劃
す

る
嫌
悪
す

べ
き

冒
漬
』

と
罵

う
⑭
、
或

は

『
學

生
的

に
淺
薄
な

且

つ
信
侶
流

に
書
き
換

へ
ら

れ

た
剰

縞
』
と
罵
倒
す

る
に
至

つ
π

の

も
③
、
そ

の
意

ゐ
の
つ

か
ら
明
白
で
あ

る
。



り

(
註

一
)

エ

〃

ス

タ

ー

の

記

す

と

こ

ろ

に

櫨

ろ

と
④
、

英

の

ウ

ヰ
リ

ア

ム
・
タ

ム
ソ

y

(乏

旨
冨
菖

↓
ゴ
o
ヨ
宏

8

)
、
佛

の

ル
ヰ

・
プ

ラ

y

(ピ
2

尻

団
貯
口
o
)、

濁

の

カ

ー

ル
・
マ
〃

ロ

オ

(内
卑昌

冨

昌
9
、

填

の

カ

ー

ル
・
カ

ウ

ツ
キ

ー

(国
鎖
昌

内
碧

ヨ
昇
同
)

等

に

そ

の

少
鍛

の

例

外

で

あ

つ

て
、

埋

ル
サ
ス
學
説
の
眞
理
性
な
認
廓
す
ろ
杜
會
主
義
者
で
あ
ろ
o

さ
り
乍
ら

一
切

の
悪
罵
と
笑
嘲

の
背
後

に
も
、
『
資

本
論
』
第

一
恕

に
展
開

さ
れ
た

マ
ル
ク

ス
の
産
業
豫
備

軍

の

法

則

I
l

正

確

に

言

へ
ば

『
資

本

制

蓄

積

の

一
般

法

則

』

U
霧

巴

碧

ヨ
。
貯
。
Ω
8
。
言

飢
・
『
ぎ

℃
冨

一韓

一。。
9

睾

》
穿

=
-

ヨ
巳
9
け
凶。
旨
ー

は

、

マ
ル
ず

ス

の

『
人

口

法

則

』

に
取

つ

て

殆

ん

ど

致

命

的

の
傷

手

で

あ

る
が

如

く

見

ね

る
。

否

、

マ
ル
ク

ス
は
下
暦
肚
會

に
於

け
る
窮
乏

の
恒

久
的
駆
迫
と
生
活

不
安

の
窮

極
原
因
を
ば
、
歴
史
的

範
疇
と
し

て
の
資

本
家
的
生
産
方
法

の
本
質

に
求

む
る

乙
と

に
依

つ
て
、

マ
ル
サ

ス
の
唱

へ
泥
る
が

如
き

『
抽
象
的

の
人

口
注
則
な

る

も

の
は
、
人
類

か
ら
歴
史
的

に
干
渉
を
受
け
な

い
と

い
ふ
方
面

か
ら
見
泥
動
植
物

の
上

に

の
み
存
在
す

る
』
も

の
で

あ
う
、
入
間
肚
會
に
は
毫
末
も
作
用
せ
ざ

る
も

の
な

る
所

以
を
力
説

し
た

の
で
あ
る
⑳
。
言

ひ
換

ふ
れ
ば

マ
ル
ク

ス

は
、
そ

の
昔

マ
ル
サ

ス
が
肚
會
改
造
途
上

に
横
π

は
る
と

見
た

『
一
大
困
難
』

を
ば

、
資
本
家
肚
會

の
解
剖

に
依

つ

て
そ

の
存
在
を
否
定

し
、

ブ

ル
ヂ

ヨ
ァ
學
者

の
錯
解
的
理
解

に
基
づ
く
竜

の
と
主
張
す

る
に
至

つ
π
。

乙
＼
に
於

て

肚
會
主
義
は
初

め
て

『
人

口
法
則
』

の
脅
威

か
ら
救

ひ
出

さ
る

＼
と
同
時

に
、
新
π
な
る
學
問
的

地
盤
を
保
有
す
る

に
至

つ
カ

の
で
あ
る
。

,

人
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
〇
五



商

學

討

究

第
・
一
巻

(
上
〉

一
〇

心ハ

但
し

こ
、
に
特
に

=
臼
を
費
や
し

て
讃

者

の
注
意
を
乞
は
ざ

る
を
得

な

い
乙
と
は
、
肚
會
改
善

の
可
能
と

い
ふ

乙

と

、
肚
會
主
義
肚

會
實
現

の
可
能
と

い
ふ

こ
と

＼
の
匠
別

こ
れ
で
あ
る
。

肚
會
改
善

の
可
能
と

い
ふ

乙
と
に
就

て
の

マ
ル
サ

ス
の
態
度
は
、
既

に
幾
度
と
な
く

マ
ル
サ

メ
研
究
家

に
依

つ
て
指
摘

さ

れ

た

如
く
、
『
人

口
論
』
第

一
版

と

第

二
版
と
で

は
大

い
に
そ

の
趣
き
を
異

に
し
、
第

二
版

に
於

て

マ
ル
サ

ス
は
そ

の
所
謂

『
愼

し

み
深

い
慣

習
』
℃
「〒

血
窪
薮

;

普
一富

が
勢

働
者
階
級

の
間

に
行
は
る

＼
に
至
ら
ば
肚
會

の
改
善

は
絶
望
に
あ
ら
ず
と
考

ふ
る
に
至

つ
控
。

之
れ
肚
會
改
善

の
可
能

に
關
す

る

マ
ル
サ

ス
の
態
度

の
根
本
的
愛
化
で
あ

る
⑥
。
然
し
肚
會
主
義

の
實
現

と

い
ふ

こ

と

に
劃
す

る

マ
ル
サ
ス
の
態
度

は
終
始

一
貫
し
て

ゐ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ

の
實
現

の
可
能
性
は
全
然
彼

れ
の
考

へ
及

ぱ
ざ

る
所
で

あ

つ
虎
。
然

る
に

マ
ル
ク

ス
に
取

つ
て
は
之
れ
が
全
く
逆
で
あ

つ
て
、
肚
會
主
義
肚
會

の
實
現

は
疑

ふ

べ
か
ら
ざ

る
歴
史
的
必
然

の
経

過
で

あ
る
が
、
資

本
家
肚
會
の
下

に
於

け
る
勢
働
者
階
級

の
窮
状

は
如
何
と
も
す

べ

か
ら
ざ

る
も
の
で
あ

つ
π
。
否
、
そ

の
窮
獣

の

ず
。
℃
・
房

。。

で
あ

る
と

い
ふ

こ
と
が
彼

れ
の
學

説
を
基
礎
付

け
る
も

の
で
あ
う
、
從

つ
て

マ
ル
サ
メ
の
主
張

す

る
が
如
き

『
道
徳
的
抑
制
』

に
依

る
肚
會
改
善

の
可
能

性
す
ら
、
そ

の
學

説
を
維
持
す
る
控

め
に
は
論
難
せ
ざ

る
を
得

な
か

つ
π
の
で
あ

る
。
(註
二
)

(註
二
)

英
吉
利
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
研
究
の
第
∴
人
者
瀞
ー
ナ
ー
に
、
『
マ
ル
〃
ス
に
、資
本
家
杜
會
に
於
て
は
勢
働
者
の
地
位
の
紹
望
な
る
所
以

な
論
設
ぜ
ん
と
し
、
若
し
マ
ル
サ
ス
の
學
観
な
受
け
入
れ
て
勢
働
者
階
級
に
依
る
冒
&
。昌
p;
菩
計

探
用
の
可
能
性
な
認
摩
し
表
な
ら
ば
、



自
己
の
論

誰
は
著

し
く
弱
め
ら

る

㌧
も
の
と
考

へ
五
。
之
れ
、
彼
れ
が

『
入

口
論
』

に
劉

し

て
手
酷

い
攻
撃
な
敢

て
す

う

に
至

つ
t
眞
の

理
由

イ
あ

ろ
o
』
と
観

い
て

ゐ
ろ
の
o

防
で
吾
等

に
解
決
す

べ
く
残

さ
れ
た
問
題

は
、

マ
ル
ず

ス
の

『
人

口
論
』

は

マ
ル
ク
ス
の

『
資
本
論
』

に
依

つ
て

根
抵
よ
う
覆

へ
さ
れ
カ
か
ど
う

か
と

い
ふ

こ
と
、
他

の
言
葉
を
以

つ
て
言

へ
ば

、
肚

會
人
口
の
大
部
分
を
構
成
す

る

勢
働
者
階
級
が
不
断

の
急

迫
的
並
に
慢
性
的

の
窮
乏

及
び
、
生
活

の
不
安
と
失
業
と

に
威

嚇
さ
れ

つ
＼
あ

る
の
事
實

は
、
全
然
資
本
家
肚
會

の
特
有
な
る
法
則

に
依

っ
て
新

π
に
造
り
出
さ
る

㌧
も
の
と

解
す

べ
き
で
あ

る
か
ど
う

か
と

い
ふ

こ
と
、
從

つ
て
資
本
主
義
が
屡

止
さ
れ
だ
後

の
肚
會

に
於

て
は
、
何
故

に

マ
ル
サ

ス
の
提
唱
せ
る
が
如
き

人

口

問

題
は
生
ず

る

の
虞

れ
は
な

い
か
と

い
ふ

こ
と

是

で

あ

る
⑧
。

こ
れ
は
吾

々
に
取

つ
て
甚

だ
興
昧
あ

る
然

し
極

め
て

困
難
な

る
問
題
で
あ
る
。
固
よ
う
淺
學

の
余

の
満
足
な
る
同
答
を
與

へ
得

べ
く
も
な

い
が
、
以
下
少
し
く
學

び
得
か

る
所
を
陳

べ

て
同
學

の
士

の
敷
示
を
乞

ひ
た

い
と
思
ふ
の
で
あ

る
。
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(8) (7)(6)

商

學

討

究

第

日
巻

(
上
)

拙
稿

『
牡
會

改
夏
論

と
し

て
の

マ
ル
サ

入
入

口
論
』

國
民

縄
濟
雑
誌

第

三
十

八
巻
第
六
號
謬

照
。

bd
o
舜

ひ

嵐
巴
9
蕊

9・
昌
謳

鵠
凶q・
髪
o
蒔
・
い
ロ
山
巴

.
M紀
轟
℃
℃
●
逡

H・

小
泉

信
三
著

『
杜
會
組
織

の
縄
濟

理
論
的

批
評
』
大
正
十
年
刊

三
三
頁

肇
照
。

=

】
〇
八

こ
、
に
改

め
て
言
ふ
ま

で

も

な

く
、
『
資

本
制
蓄
積

の

一
般
法
則
』
と
題
す

る

マ
ル
ク

ス
資

本
論
の
第

一
忽
第

二

十
三
章
は
、
『
資

本
の
塘
殖

が
勢
働

者
階
級

の
運
命

に
及
ぼ
す
影
響

を
研
究

し
π
』

も

の
で

あ

つ
て
頗

る
重
要
な

る

一
章
で
あ

る
。

オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
は
、

こ
＼
に
展
開

さ
れ
虎

『
蓄

積
法
則
』

を
以

つ
て

『
マ
ル
ク

ス
の
肚
會
學
設

の
大
黒
柱

π
る
竜

の
、
即
ち
そ
の
重
要

な
る
秦
断
定

の
擦

つ
て
立

つ
最
根
本
的
な
る
前

提
』
で
あ

る
と
云
つ
て
ゐ
る

が
ω
、
正
し
く
そ

れ
は

マ
ル
ク

ス
學

説

の
益
禮

系
に
取

つ
て

の
根
幹
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
(註
三
)、
勢
働
者
階
級

の
陰

惨

な
る
運
命

を
説

明
す

る
も

の
と
し

て
そ
れ
自
身
濁
自

の
意
義
と
重
要
と

を
有

つ
も

の
で
あ
る
。

(
註
三
)

そ
の
所
謂

『
重
要

な

ろ
全
噺
定
』

と
ば
、

オ
ツ
ペ

ン
ハ
イ

マ
ー
に
工
れ

ば
、
資
本
家
肚
會
崩
壌

理
論

、
共
産
的
未

來
國
家
の
學
観

、
及

び

唯
物

史
観

即
ち

こ
れ
.て
あ

る
o

」
ノ

蓋
し
若
し
蓄
積

法

則

に
し

て
正
常

な
吻

と

ぜ
ば
、
資
本
家
肚
會

の
崩
壊
は
必
然
不
可
避
の
も
の

で
あ

る
。

な
ぜ
な

ら
ば
釜

々
産
業
中

心
亀

に
集

中
し
、
資
本

そ
の
も
の

に
俄

つ
て
盆

々
か
お
く

團
結

し

つ

、
あ

ろ
プ

ロ

レ
タ
リ

ア
階
級
に
、

か

、
ろ
事
情

の
下

に
於

て
に
、

い
つ
か
に
或



0

ろ

一
黙

、
1

内
部
的
反
抗

が
公
然
れ

る
反
抗

に
、
即

ち

『
賢
本
制

生
産
行

程
そ
れ
自
勇

の
機
購

に
依

っ
て
訓
練

,
続

合
、
組

織
さ
れ

る
所
の
、

-

盆

々
膨
大

と
な
り

つ
N
あ

る
勢
働

者
階
級
の
反
抗
』
②

に
墜
化
す

ろ
の

一
黙
ー

に
追

ひ
詰
め
ら
れ

ざ

る
な
得
な

い
で
あ
ら

う
か
ら
。

⇒

共
産
的
未
來
國
家
の
學
説
に
同
檬
に

『
蓄
積
法
則
』
か
ら
出
て
來

る
。
即
ち
資
本
家
的
蓄
積
、
及

び

そ
れ
な
促
進
す

る
賢
本
の
集
中
に
、

(小
資
本
家
が

『輩
純
な

る
商
品
生
産
者
』
存
市
揚
よ
り
臨
遽
し
宏
る
と
同
じ
意
味

に
於
て
、
今
日
で
は
大
資
本
家
が
小
資
本
家
な
併
呑
歴
倒
す

る
こ
と
彪
跳
明
す
る
。
尤
も
此
の
資
本
主
義
縄
濟
の
傾
向
は
特
定
の
事
情
の
下
に
於
て
は
妨
げ
ら
れ
ざ
る
な
得
な

い
。
そ
に
近
代
生
産
力
の
増

進
が
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
利
盆
と
な
る
場
合
で
あ

つ
て
、
生
産
力
増
進
の
結
果
と
し
て
個

々
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
に
蹄
す

ろ
享
樂
財
の
分
前
が

増
加
す
れ
ば
、
新
規
の
小
資
本
及
び
小
資
本
家
が
縷

々
と
現
は
れ
る
.て
あ
ら
う
か
ら
で
あ

ろ
o
然
し

『
蓄
積
法
則
』
は
近
代
技
術
の
進
歩
は
全

然
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
利
盆
に
反
す

う
も
の
で
あ
・り
、
資
本
の
集
中
行
程
は
何
等
の
妨
げ
な
く
行
に
れ
て
、
全
生
産
は
少
鍛
の
大
煙
管
に
集

申
さ
れ

る
も
の
と
観
く
。
か
く
し
て

マ
ル
〃

ス
に
よ
れ
ば
此
の
傾
向
の
究
極
的
蹄
結
は
共
産
主
義
純
濟
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

弍

更

に

『
蓄
積
法
則
』
は
唯
物
史
観
の
前
提
で
あ
ろ
。
唯
物
史
観
に
、

一
切
の
歴
更
的
事
象
の
決
定
原
因
な
ば
縄
濟
的
基
礎
の
姿
容

に
求
む

(ろ
も
の
で
あ
つ
て
、
『
物
質
的
生
活
の
生
産
方
法
ぼ
祉
會
的
、
政
治
的
、
並
に
精
淋
的
生
活
行
程

一
般
が
規
定
す
ろ
』
と

い
ふ

『
縄
濟
學
批
剣
』

に
於
け
る
序
丈
の

一
節
に
刻
明

に
そ
の
根
本
的
見
解
な
示
し
て
ゐ
る
。
が
、

エ
y
ゲ
ル
ス
は
更
に
進
ん
で
、
生
産
物
の
分
配
な
も
歴
史
的
搬
展

に
取

つ
て
は
何
等
濁
自
的
の
意
義
な
有
ぜ
ざ
う
も
の
で
生
産
關
係
の
直
接
の
機
能
で
あ
ろ
と
述
ぶ
る
に
至
つ
六
。
而
し
て
是
等
の
論
者
が
か
、

る
見
解
に
取
つ
て
唯
だ

一
つ
の
謹
撮
と
し
て
呈
示
し
六
も
の
に
正
し
く

『
蓄
積
法
則
』
で
あ

つ
て
、
そ
れ
に
依
れ
ば
全
生
産
物
の
分
配
に
事
實

上
生
産
方
法
の
直
接
の

一
蹄
結
に
他
な
ら
な

い
の
で
あ
る
③
。

さ
て

『
資
本

制
蓄
積

の
法
則
』
と

は

マ
ル
ク

ス
自
身

の
言
葉
を
以

つ

て

い
ふ

と
、
『
肚
會
的

の
富
や

、
機
能
費
本

や

、
此

の
資

本

の
檜
殖

の
範
園
及
び
精
力
や

、
随

つ
て
叉

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
の
絶
劃
数
及

び
彼
等

の
勢
働

の
生
崖

力
や
、

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
〇
九



商

學

討

究

第

ご
巻

(上
)

一
一
〇

Z
れ
ら

の
も

の
が
大
な

れ
ば
大
な
る
ほ
ど

、
産
業

豫
備

軍
π
る
相
劃
的

過
剰
人

口
も
亦

、
盆

々
大
と
な

る
の
で
あ

る
。

利
用

し
得

べ
き
勢

働
力

は
、
資

本

の
伸
張
力

を
磯
展

せ
し
む
る
所

の
も
の
と
同

一
の
原

因
に
依

つ
て
登

展
せ
し

め
ら

れ

る
。
そ

乙
で
産
業
豫
備

軍

の
相
劉
量

は
、
富

の
潜
勢

力
の
塘
進

に

つ
れ
て
盆

々
大
と
な

つ
て
來

る
課
で
あ

る
。
然

し
現
役
勢
働
軍

に
比
べ
て
此

の
豫
備

軍
が

大
と
な
れ
ば
な

る
ほ
ど

、
螢
働
苦

に
反

比
例

し
π
窮
乏

の
下
に
置
か
れ
る

所

の
常
備

的
過
剰
人
口
も
亦

盆

々
大
と

な

つ
て
來

る
。
最
後

に
、
勢
働
者
階
級
中

の
貧

苦
部
類
と
産
業
豫
備
軍
と
が

大
と

な
れ
ば

な
る
ほ
ど

、
官
騰

に
依

っ
て
認

め
ら
れ

る
正
規

の
被
救
櫨
的
窮

乏
も
亦

、
盆

々
大
と
な

つ
て
來
る
の
で

あ

つ
て
、
以
上

の
事
實

は
資

本
主
義
的
蓄
積

の
絶

劃

普

遍

的

な

る

法
.則

畠
ω
筈
。・2
暮
ρ
9
=
σq
①
ヨ
。
一昌
。
Ω
9
9
N
牙
「

ぎ
覧
琶

一ω瀞
。冨
=
}
匹
(ニ
ヨ
三
9
梓一。
昌

と

な

つ
て
ゐ
る

の
で

あ
る
。
』
④

而
し
て

マ
ル
ク

ス
に
依
れ
ば

此
の

『
産
業
豫
備

軍
π

る
相
蜀
的
過
剰
人

ロ
を
蓄
積

の
範
園
及
び
精
力
と
均
衡

せ
し
め
る
法
則

は
、
火
紳

ヘ
フ
エ
ー
ト
ス
の
梗
が
互
神

プ

ロ
メ
シ

ユ
ー
ス
を
巖

に
打
着
け
カ
よ
う
も
よ
く
堅
く
勢

働
者

を
資
本
に
打
着
け

る
も

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
資

本

の
蓄

積

に
照
慮

し
た
窮

乏

の
蓄
積
を
生

ぜ
し

め
る
の
で
あ
る
。

か
く

て

一
方

の
極

に
於

け
る
富

の
蓄

積

は
、
同
時

に

又
、
そ

の
劃
極
た

る
、
己
れ
自

身

の
生
産

物
を
資
本
と
し

て
造

う
出
す
階
級

の
側
に
於
け

る
窮
乏
、
勢
働
苦

、
奴

隷

駅
態

、
無
知

、
野
鰍
化

、
道

徳
的
堕
落
等

の
蓄

積
と
な
る
の
で
あ

る
。
』
①

以

上
が

『
蓄
積
法
則
』

の
精
髄
で
あ

る
が
、
此

の
揚
合

マ
ル
ク

ス
が
研
究

の
中
椹

を
爲
す

も
の
は
云

ふ
ま
で
も
な



く

、
資
本

の
組
成
(註
四
)、
並
び
に
此

の
組
成
が
蓄
積

行
程
中

に
於

て
受
く
る
愛
化
如
何

の
問
題
で
あ

る
。

乙
＼
に
既

に

マ
ル
サ

ス
と

マ
ル
ク
メ
と

の
間

に
於

け
る
根
本
的

立
揚

の
相
違
が
現

は
れ

て
ゐ
る
。

即
ち

マ
ル
ず

ス
に
於

け
る
問

題

は
人

口
塘
加
と
食
物
年
産
額
と

の
比
較

速
度

の
問

題
で
あ

つ
た
が
⑥
、
マ
ル
ク

ス
に
於

け
る
問
題
は
謂
は

嘗
、
資

本

の
蓄
積

即
ち
勢
働
者
に
依

つ
て
資
本
家

に
供

せ
ら

る
＼
除
剰
勢
働

(
籐
剰
領
値
)

の
増
殖
と
、
反
劃

に
資

本
家

に
依

つ
て
充
當
さ

る
㌧
勢
働

力
雇
傭
手
段

(
賃
銀
)
と

の
比
較

速
度

の
問
題
で

あ

つ
カ
。
他

の
言
葉
を
以

つ
て
云

へ
ば

、

マ
ル
サ

ス
は
人
間

の
生
殖
力
と
土
地

の
生
産

力
と

の
、
生
理
的
虹

ぴ
に
物

理
的
事
實

を
封
立
せ
し
め
、

マ
ル
ク
ス
は

一
方

に
は
資
本

の
塘
殖

、
他
方
に
は
勢

働

の
需
要
と

い
ふ

二
つ
の
、
然
し
同

じ
流
通
纒
濟

的
事
實

を
甥
立

せ
し

め
π

の
で
あ

る
。
随

つ
て
、

マ
ル
サ

ス
に
於

け
る
問

題

の
骨
子
が

、
食
物

の
壇
加
は
人

口
の
壇
加
に
相
俘

つ
て
進

む
も

の

で
あ

る
か
ど
う
か
と

い
ふ
に
蹄
着

し
た
如
く

、

マ
ル
ク

ス
に
於

け
る
問
題

の
骨
子

は
》
勢

働

の
需
要
は
資

本
の
塘

殖

に
相
件

つ
て
進

む
も
の
で
あ

る
か
ど

う
か
と

い
ふ

に
蹄
着
す

る
の
で
あ

る
(註
五
)。

(
註
四

)

念

の
れ
め

に
日

ふ
と
、
資

本
の
組
成

に

マ
ル
〃

ス
に
依

れ
ば

二
重

の
意

義

に
解

せ
ら

ろ
べ
き
で
あ

ろ
o

先
づ
慣
値

の
方

面

よ
り
す

れ

ば
、

　

　

そ
れ
に

資
本

が

一
不
墜

資
本
即

ち
生
塵
手
段
の
債
値
と
、

二
可
墜
資

本
即
ち
勢
働

力
の
債
値

(
賃
銀
総

額
)

と
に
分
割

さ
れ

る
所
の
比
率

に
依

(

(

　

　

つ
て
定

ま
る
。
次

に
生
産
行

程
の
内
部

に
作
用
す

る
素
材

の
方
面

ぶ
り
す
れ
ば

、
此
の
場
合
資
本

の
組

成
は
総

て
の
資

本
が

一
生
産
手
段

と

二

生
き
六
勢
働

力
と

に
分
割

さ
れ

る
比
率

に
俵

つ
て
決
定

さ
れ

ろ
。

マ
ル
〃

ス
に
前

者
な

『
資
本

の
債
値
組

成
』

乏

。
「9
ロ
紹
ヨ
ヨ
。
ロ
器
嘗
言
㈹

幽
o
m

国
9
℃
凶9
『

と
謂

ひ
、
後
者

を

『
資
本
の
技

術
的
組

成
』
艸8
げ
ロ
況
o
げ
o
N
瘍
勘
ヨ
8
0
蕊
o
冒
ロ
昌
σq
伽
畠

国
鏑
覧
3
『

と
呼

ぶ
。

而
し

て
此
の
爾
者

の
間

人
口
法
則

と
産
業
豫
備
軍

の
法

則

一
一
鱒



商

學
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究

第
∴

巻

(上
)

一
一
二

に
に
密
接
な
る
交
互
關
係
が
依
存
す

ろ
の
で

マ
ル
〃
ス
に
之
な
示
す
た
め
に
、
資
本
の
技
術
的
組
成
に
依

つ
て
決
定
ぜ
ら
れ
、
叉
そ
の
諸
愛
化

な
反
映
す

と
い
ふ
方
面
か
ら
見
六
資
本
の
債
値
組
戊
な
ば

『
資
本
の
有
機
的
組
成
』
o
嶺
9
三
ψoぴ
o
N
口舞
ヨ
目
09
0け昌
謁

山
霧

囚
唱
岸
巴
頓
と
名
づ

け

る
。

マ
ル
〃
ス
が
皐
に

『
資
本
の
組
成
』
と
い
ふ
場
合

に
に
常
に
此
の
有
機
的
組
成
な
指
し
て
ゐ
ろ
の
で
あ
ろ
①
o

(註
五
)

此
の
相
反
ぜ
る
雨
者
の
立
揚
が
理
論

上
爾
立
し
得
ろ
や
否

や
に
頗

ろ
興
味
あ
る
問
題
で
あ

ろ
。
而
し
て
卑
見

に

工
れ

ば
之

に

『
入
口
過

剰
』
の
概
念
な
如
何
に
定
む
ろ
や
に
依

つ
て
決
ぜ
ら
る
ぺ
§
問
題
で
あ
ろ
。
後
段
に
於
て
若
干
之
に
論
及
す
る
所
あ

ろ
も
、
そ
の
詳
論
に
之
な

他
日
に
留

保
し
た
い
o

砺
で

マ
ル
ク
ス
の
研
究
は
二
段

に
分
尤
れ
る
。
第

一
段
は
、
資
本
の
組
成
に
鍵
化
な
き
揚
合
、
即
ち
資
本
の
蓄
積

に
件

つ
て
勢
働
力
の
需
要
が
壇

加
す

る
場

合
で

あ

う
,
第

二
段
は
蓄
積
過
程
中

に
資
本
の
組
成
に
愛
化
が
起
る
揚

合
、
即
ち
資
本
の
蓄
積

に
伴

つ
て
勢
働
力
の
需
要
が
相
劉
的
に
減
少
す
る
場
合
で
あ
る
。
以
下
順
を
追
ふ
て
先
づ
そ

の
所
説
の
大
標
を
紹
介
す
る
。
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學

ヤ

先

づ
資

本
の
組
成

に
漫

化
な
き
揚
合
を
考

ふ
る
に
、
他

の
事
情

に
し
て
攣

化
な
く
ん
ば
、
此

の
揚
合
資
本

の
壇
殖

は
、
そ

の
可
灘
蔀

分
即
ち
勢

働
力

に
轄
化

さ
れ

る
資

本
部
分

の
増
加

を
意
昧

す

る
。

即
ち
資

本

の
檜

殖

に

比

例

し

て
、
賃

銀
と
し
て
支
彿
は
る

㌧
勢
働
力

の
雇
傭
手
段

は
壇
加
す

る
。

乙
＼
に
於

て
勢
働
力

に
劃
す

る
需
要

は
そ

の
供

給
以

上
に
塘
加

し
、
勢

働
者

の
賃

銀
は
必
ず
や
昂
騰
す
る
で
あ
ら
う
。

之
は
云
ふ
痩
で
も
な
く
勢

働
者

に
取

つ
て
有

利
な
る
場
合
で
あ

る
。

所
で

マ
ツ
'
ク
ス
の
考

に
依

れ
ば
、
今

日
の

『
資
本
制
生
産

の
下
に
於

て
勢

働
力
が
購
買

さ
れ

る
の
は
、
勢

働
力

に

依
る
奉
仕
叉

は
生
産
物

を
以

つ
て
購
買
者

一
己

の
個
人
的

欲
望

を
充

足
し
よ
う
と

い
ふ
目
的

に
出
つ

る
も
の
で

は
な

い
。
彼

れ
の
目
的

は
、
己
れ
の
資
本

の
橿
値
を
壇
殖

す
る
と

い
ふ

こ
と
に
在

る
。
換

言
す
れ
ば
、
彼

れ

に
依

つ
て
代

領
を
支
彿

は
れ
π
分
以
上

の
勢
働
量
を
含

む
所

の
商
品
を
、
彼

れ
に
取

つ
て
は
何
等

の
費
用

を
竜
要

せ
ず

而
も
販
頁

を
通
し

て
實

現
き
れ
る
偵
値
分

を
含

む
所

の
商

品
を
生
産
す

る
と

い
ふ
こ
と

に
在

る
。
鯨
剰
慣
値

を
生
産
す

る
と

い

ふ
こ
と
、
貨

殖
を
行

ふ
と

い
ふ

こ
と

は
、
資

本
制
生
産

方
法

の
絶
封
法
則

翫
霧

9σ
ω。
一昌
。
Ω
。
ω2
N
α
q

犀
ぞ
冨
一馨
7

ω。冨
昌
中
。
曾
ζ
δ
諺
ミ
。
凶ω。
π
る
も
の
で
あ

る
。
勢

働
力

な
る
も
の
は
、
そ
れ
が
生
産
手
段

を
資

本
と

し

て
保
存
せ
し

人
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

"
=
二
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一
一
四

め

、

そ

れ

自

身

の
慣

値

を

資

本

と

し

て

再

生

産

し

、
更

に

不

彿

勢

働

(註
六
)
を

以

つ

て
追

加

資

本

の
源

泉

を

供

給

す

る

限

う

に
於

て

の

み

、
販

費

さ

れ

得

る

も

の
と

な

る

の
で

あ

る
。
』

而

し

て

そ

れ

が

資

本

家

的

生

産

の

特

徴

的

性

質

な

の

で

あ

る
①
。

(
註
六
)

マ
ル
〃
ス
に
依
れ
ば
勢
働
者
の
堤
供
す
る
現
實
の
勢
働
に
、
↑
支
梯
勢
働
と
仁
不
梯
勢
働
と
の
二
部
分
か
ら
成
立
つ
。
前
者
に
勢
働
者
の

生
活
資
料
の
再
生
産
と
し
て
必
要
な
る
、
現
に
貸
銀
と
し
て
支
抑
に
る
、
部
分
で
あ
・り
、
後
者
に
資
本
家
に
舗
す
う
と
こ
ろ
の
蝕
剰
債
値
な
生

塵
す
ろ
部
分
で
あ
る
。
故
に
前
者
は
必
要
勢
働
、
後
者
に
鯨
剰
勢
働
と
も
名
づ
け
る
。

随

つ
て
前
述
の
、
勢
働
者
に
有
利
な
る
揚
合
に
於

て
、
資
本
の
蓄
積
が
勢
働
需
要

の
壇
加
及
び
賃
銀
の
昂
騰
を
誘

駿
す
る
と

い
ふ

乙
と
は
、
正
し
く
、
勢
働
者

に
依

つ
て
給
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
漁
不
彿
勢
働

(
飴
剰
勢
働
)
の
減
少
、

即
ち
資
本
家

に
取

っ
て
の
除
剰
慣
値
の
減
少
を
意
味
す
る
か
ら
、
此
の

『
不
彿
勢
働
の
減
少
は
決
し
て
、
資
本
制
度

そ
の
も
の
の
存
在
を
脅
威
す
る
黙
ま
で
進
み
得
る
も
の
で
は
な

い
。
』
①
飴
剰
慣
値
の
減
少
は
必
ず
や
資
本
家

の
側
に

於
け
る
資
本
蓄
積

の
傾
向
を
阻
害
す
る
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
勢
働
の
慣
絡
即
ち
賃
銀
は
再
び
資
本
の
債
値
壇
殖
慾

に
相
慮
ぜ
る
水
準

に
復
蹄
す
る
の
外
は
な

い
。
即
ち
賃
銀
騰
貴
す

る
結
果
、
利
得
の
刺
戟
が
鈍

つ
て
資
本
の
蓄
積
が

緩
漫
と
な
う
或
は
停
止
す
る
揚
合
に
は
勢
働
者
に
封
す

る
需
要
は
減
退
し
、
賃
銀
は
元

の
水
準
に
下
落
せ
ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ
る
⑥
。

■



.
マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
從
來
の
學
者
は
此
の
具
相
を
見
誤

つ
て
前
の
場
合
、
.即
ち
資
本
を
過
剰
な
ら
し
む
る
も
の

は

『
勢
働
者
人
口
の
絶
封
的
乃
至
比
例
的
壇
殖

の
減
退
』
で
あ
り
、
後

の
場
合
、
即
ち
資
本
を
不
足
な
ら
し
む
る
も

の
は

『
勢
働
者
人
口
の
絶
劉
的
乃
至
比
例
的
塘
殖
の
進
行
』
で
あ
る
と
主
張
し
π
が
、
然
し
之
れ
は

『
彼
等
の
無
知

と
全
く
の
錯
畳
的
理
解
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
{
、
事
實
は
、●
勢
働
者
人
口
の
檜
減
が
此
の
こ
と
を
惹
起
す
る
の

で
は
な
く
、
之
と
は
全
く
反
劃
に
、
資
本
の
壇
減
が
人
口
の
過
不
足
を
表
現
す
る
。
即
ち
前

の
場
合
に
は
資
本
の
壇

加
が
勢
働
者
人
口
の
不
足

(
人
ロ
減
退
)
の
形
で
反
映
せ
ら
れ
、
後
の
場
合
に
於

て
は
資
本
の
減
少
が
勢
働
者
人
口

の
過
多

(
人
口
過
剰
)
の
形
で
現
は
れ
る
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
④
。

さ
れ
ば

マ
ル
ク

メ
に
取

つ
て
は
、
マ
ル
サ
ス
の
主
張
せ
る
が
如
き

『
自
然
的
人
口
法
則
』
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

只
、
今

日
の
資
本
家
的
生
産
方
法
が
勢
働
者
人
口
の
渦
剰
と
し
て
吾
々
の
眼
に
映
ぜ
し
む
る
に
過
ぎ
な

い
。

マ
ル
ク

ス
に
依
れ
ば
、
『
自
然
的
人
口
法
則
』
な

る

も
の

＼
根
抵

に
は
實
は
從
來
の
経
濟
學
者
が
全
然
看
過
し
π
と

乙
ろ
の

『
資
本
制
生
産

の
根
本
法
則
』
な
る
も
の
が
横
π
は

つ
て
ゐ

る
。
而
し
て
此
の
法
則
に
從

へ
ば

『
資
本
と
蓄
積
と
賃

銀
奉
と
の
關
係

は
、
資
本
化
さ
れ
π
不
彿
勢
働
と
、
追
加
資
本
の
運
動
に
必
要
な
追
加
的
勢
働
と
の
關
係

に
外
な
ら

な

い
。
そ
れ
は
相
互
濁
立
し
た
二
つ
の
大
さ
、
即
ち

一
方
に
於
け
る
資
本
の
大
さ
と
、
他
方
に
於
け
る
勢
働
者
の
人

口
歎
と
の
關
係
で
は
な
く
て
、
寧
ろ
究
覧
す
る
と
之
ろ
、
同

一
な
る
勢
働
者
人
口
の
不
彿
勢
働
と
支
彿
勢
働
と
の
關

入
口
法
則
と
産
業
擦
備
軍
の
法
則

一
一
五
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係

に
遇
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
勢
働
者
階
級
に
依

つ
て
供
給
さ
れ
資
本
家
階
級
に
依

つ
て
蓄
積

さ
れ
る
不
彿
勢
働
の
量

が
、
支
梯
勢
働

の
異
常
な
る
追
加
を
以

つ
て
す

る
ほ

か
資
本
に
蒋
化
さ
れ
得
な

い
ほ
ど
急
速
に
塘
大
す

る
と
す
れ

ば
、
か
＼
る
揚
合
に
は
賃
銀
は
昂
騰
し
て
、
他
の
事
情
に
憂
化
な
き
限
り
不
彿
勢
働
は
そ
れ
に
比
例
し
て
減
少
す
る

こ
と

＼
な
る
。
け
れ
ど
竜
此
の
減
少
が
進
ん
で
、
資
本
を
養

ふ
所

の
飴
剰
勢
働
が
最
早
竿
準
的
の
量
を
以

っ
て
供
給

さ
れ
な
く
な
る
限
黙

に
鯛
れ
る
や
否
や
、

一
つ
の
反
慮
作
用
が
生
じ
て
來

る
。
即
ち
牧
入
中
の
資
本
に
轄
化
さ
れ
る

部
分
は
減
少
し
、
蓄
積
は
弛
滞
し
て
、
賃
銀
の
昂
騰
運
動
は
阻
止
さ
れ
る
乙
と
と
な
る
の
で
あ
る
。』
①

(5)(4)(3)(2)(1)

寓

鶏

×
》
u

器

内

巷

障
鉢

閑
穿

炉

Qo
・
い
◎。
N
1

9

『
改

課

資

本

論

』

第

一
巻

入

二

三

頁

。

冨

費

蓄

鉾

p

O

・圃
ω
.
い
◎q
9

同

上

八

二

四

頁

。

言

幾

き

p

鉾

o

."

の
'
い
Q◎
い
ー

↑

同

上

八

二

五

頁

。

寓

即
ヌ

評

野

O

.植
oQ
・
い
◎q
轟
.
同

上

入

二

五

頁

o

冒

貿

き

9
・
9
・
O

壱

Qα
・
い
◎◎
轟
ー

い
●
同

上

八

二

六

頁

。

四

蓄
積
怯
則
に
關
す
る

マ
ル
ク
ス
の
研
究
の
第

二
段
は
、
蓄
積
過
程
中
に
資
本
の
組
成
が
凝
化
す
る
場
合
、
詳
し
く

云

へ
ば

『
蓄
積
及
び
そ
れ
に
件

つ
て
生
ず
る
集
中
(註
七
)
の
進
行
中
に
行
は
れ
る
可
愛
資
本
部
分
の
相
封
的
減
少
』
と



■

子
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
前
段
に
於
て
は
資
本
の
有
機
的
組
成
i

総
て
の
資
本
が
生
産
手
段
に
轄
化
さ
れ
る
部
分

(
不
獲

資

本

)
と

。

生

き

π

勢

働

力

に
轄

化

さ

れ

る
部

分

(
可

愛

資

本

)
と

に
分

割

さ

れ

る

比

例

に
縫

化

な

き

竜

の

と

假

定

し

て

、

資

本

の
蓄

積

は
勢

働

者

階

級

の

運

命

に

如

何

な

る
影

響

を

及

ぼ

す

べ

き

か

が

考

察

さ

れ

π

の
で

あ

る

が

、

然

し
實

際

上

資

本

の
蓄

積

過

程

中

に

は

此

の
組

成

、
即

ち

不

鍵

資

本

部

分

と

可

漫

資

本
部

分

と

の

比

奉

は

不

断

に
憂

化

す

る

も

の
で

あ

る
。

換

言

す

れ

ば

『
資

本

の
量

的

増

加

は

、

や

が

て

必
ず

、

そ

の
質

的

攣

化

を

件

ふ
竜

の

で

あ

る

。
』
①

佃
ぞ

マ
ル

ク

ス
は
此

の
章

の
第

二
節

及

び

第

三

節

に

亙

つ

て

、

此

の
組

成

の
攣

化

よ

む

、

詳

言

す

れ

ば

不

愛

資

本

部

分

に

封

し

て

可

愛

資

本

部

分

が

相

樹

的

に

減

少

す

る

と

い
ふ

事

實

よ

b

、

勢

働

者

人

口

の
相

封

的

過

剰

を

成

立

せ

し

む

る

所

以

を
説

明

す

る

の
で

あ

る
。

(
註
七
)

エ
y
ゲ
ル
ス
編
纂
の
原
本
第
十
版
に
は
此
の
と
こ
ろ

篭内
o
ロ
8
三
鑓
件団。
5
.、
と
な
つ
て
ゐ
る
が

(
五
八
五
頁
)、
カ
ウ
ツ
キ
ー
版
で
は
之
な

ζ
N
O
三
冨
房
餌
二
§
.眠
と
改
あ
て
あ
ろ

(
五
五
七
頁
)O
高
畠
氏

『
改
課
賢
本
論
』
に
は
依
然

『
集
積
』
と
あ
る
が
(第

一
巻
八
二
七
頁
)、
之
に
む

し
ろ

『
集
申
』
と
改
む
べ
き
で
に
な
か
ら
う
か
。

術
ほ
吾
々
に
此
の
揚
合

マ
ル
〃
天
が
極
め
て
紛
ら
は
し
い
三
つ
の
術
語
な
使
ひ
分
け
て
ゐ
ろ
こ
と
な
知
つ
て
置
か
れ
ば
な
ら
ぬ
o
即
ち

一
蓄
(

　

　

積

〉
評
ぎ
ヨ
巳
9ま
蕊

馨
8
日
巳
㊤
ま
昌

一一集
積

】(
8
9
葺

p
骨
ロ
w
8
昌
8
三
H⇔
二
。
コ
三
集
中

N
魯
9
ま
巴
。
三

8
三
冨
一曽

ユ
。
ロ
こ
れ
で
あ
ろ
。

先
づ
第

一
の

『
蓄
積
』
に
既
に
本
丈
中
に
蓮
べ
表
如
く
,
勢
働
者
に
依
つ
て
提
供
さ
ろ
㌧
蝕
剰
債
値
が
賢
本
化
せ
ら
る
」
こ
と
、
即
ち
企
業
利

得
が
再
び
資
本
に
幅
化
さ
る
㌧
こ
と
な
意
味
す
る
o
次
に
第
二
の

『
集
積
』
に
肚
會
的
生
産
手
段
及
び
勢
働
力
の
支
配
が
多
鍛
資
本
家
の
手
中

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
一
七
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一
一
八

に
集
ま

ろ
こ
と
、
及
び
資
本

家
の
殿
な
壇

加
す

ろ
こ
と
、
即
ち

一
般

に
肚
會
的
資

本
の
糟
大
を
意

味
す

ろ
。
從

つ
て

『
集
積
』
は

『
直
接

に
蓄

積

に
立
脚
す

う
も
の
で
あ
・り
、
或

は
寧

ろ
蓄
積

と
同

一
の
も
の

で
あ

ろ
』

と

い
ふ

こ
と
が
出
來

ろ
。
所

が
第

三
の

『
集
中
』

に
、
社
會
の
資
本

が
少
歎
資

本
家

の
手
中

に
集

ま

る
、
、と
、
即

ち
大
資
本
が
小
資

本
な

吸
牧
併
呑
す

る
こ
と
な
意
味
す

ろ
。

マ
ル
〃

ス
自
均

の
胃
葉

な
以

つ
て

い

ふ
と
、
『
既
成
の
諸

資
本
が
更

に
集
積

さ
れ

て
、
そ
の
個
別
的
濁
立

が
止
揚

さ
れ

ろ
こ
と
、
資
本
家

に
依

ろ
資
本
家
の
牧
奪

が
行
は
れ

て
、
多
歎

の

小
資
本

が
少
数

の
大
資
本

に
鴨

化
さ
れ

る
こ

と
な
意
味
す

る
も
の

で
あ

る
。
』
喝
随

つ
て
前

の

『
集

積
』
に
肚
會
的
資

本
の
増

大
々

意
味
し
た

に
反

し
、
『
集
中
』

に
必
ず
し
も

そ
の
増
大
な
意
味

し
な

い
。
即

ち

『
集
中
』
は
駈
成
諸

資
本
の

融
合
で
あ

つ
て
、
そ
の

・
、
と
は
資

本
の
絶
射
量

な
増

加

せ
し
あ

ろ
ε
な
く
し
て
行
に
れ
得

る
の
で
あ

る
ω
o

侮
ほ

マ
ル
〃

ス
に

『
本
原
的
蓄
積
』
自
。・℃
法
昌
αq
ぽ

ゴ
o
>
パ
ざ

ヨ
巳
p
件昼
謂

箕

巨

三
く
Φ

霧
2
ヨ
巳
曽
ま

コ

と

い
ふ
言
葉
な
用

ひ
て

ゐ
る
が
、
之
に
直
接
の
生

産
者
れ

る
勢
働

者
が

そ
の
生

産
手
段

か
ら
隔
離

さ
れ

て

一
定

の
資
本
關
係
,

即
ち
資
本
家
に
封
す

る
勢
働
者
の
隷
馬

状
態
の
下

に
自
か
ら
な
照

れ
し
む

ろ
の
過
程
で
あ

つ
て
、

資
本
主
義
成
立

の
歴
史
的

基
礎

な
意
味
す

ろ

の
で
あ

ろ
④
。

さ
て
然
ら
ば
資
本
の
量
的
壇
大
は
何
故
に
そ
の
質
的
痩
化
を
件
は
ざ
る
を
得
な

い
か
。
資
本
の
蓄
積
と
、
そ
れ
に

伜

ふ
集
中
の
進
行
中
に
於

て
、
何
故
に
可
愛
資
本
部
分
は
相
封
的
に
減
少
せ
ざ
る
を
得
な

い
か
。
そ
れ
は

マ
ル
ク
ス

に
於
け
る
除
剰
儂
値
の
生
産
方
法
に
結
び
付
け
て
説
く

こ
と
が
出
來
る
。
即
ち

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
領
値
を
造
り

出
す
も
の
は
勢
働
て
あ
る
か
ら
、
資
本
家
が
勢
働

の
所
産
π
る
除
剰
慣
値
を
牧
奪

せ
ん
が
π
め
に
は
勢
働
の
時
間
を

延
長
す
る
か
、
或
は

一
定
の
時
間
内
に
於
け
る
勢
働
の
生
産
力
を
大
な
ら
し
む
る
か
に
依
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
前
の

場
合
が
所
謂
絶
封
的
絵
剰
憤
値
の
生
産
方
法
で
あ
う
、
後

の
揚
合
が
所
謂
相
封
的
除
剰
償
値
の
生
産
方
法
で
あ
る
。



而
し
て
朝
近
工
場
立
法

の
制
定
と
勢
働
組
合
の
登
達
と
に
依

つ
て
自
由

に
前
の
方
法
を
探
る
こ
と
能
は
ず
、
随

っ
て

資
本
家
は
常
に
後
の
方
法
を
選
ば
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
る
。
然
る
に
後
の
方
法
に
依

つ
て
勢
働

の
生
産
力
を
大
な
ら

し
め
ん
が
π
め
に
は
、
日
々
新
た
に
登
明
し
改
善
さ
る
㌧
高
慣
な
機
械
を
使
用
す
る
乙
と
を
必
要
と
す

る
。
加
之
、

資

本
家
の
側
に
於
け
る
絵
剰
追
求

の
努
力
、
及
び
之
れ
よ
う
生
ず
る
競
孚
は
、
出
來

る
だ
け
そ
の
生
産
費
を
低
廉
な

ら
し
む
る
乙
と
を
必
要
と
し
、
新
機
械

の
探
用
を
資
本
家
に
強
要
す
る
の
で
あ
る
。
斯

く

し

て

マ
ル
ク

ス
に
依
れ

ば
賃
銀
の
形
に
於

て
支
佛
は
る
＼
資
本
の
可
菱
部
分
は
、
不
愛
部
分

に
比
し
て
相
劃
的
に
減
少
す
る
に
至
る
の
で
あ

る
。資

本
が
檜
大
す
れ
ば
、
勢
働
の
生
産
力

一
定

の
勢
働
量
が
使
用
慣
値
を
生
産
す
る
の
度
合
ー

之
に
慮
じ
て

増
進
す

る
と

い
ふ
こ
と

は
、
既

に
畑
眼

な
る

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の
看
取

し
だ
所
で
あ

る
。

ス
ミ
ス
は
日
ふ
や
う

、
『
賃

銀
を
昂
騰
せ
し
む
る
そ

の
同
じ
原
因
、
即
ち
資

本

の
壇
大
は
、
勢
働

の
生
産
力
を
塘
進
し
、
よ
う
少
量

の
勢
働

を
以

つ
て
よ
り
多
量

の
生
産

物
を
産
出
せ
し

む
る
傾
向
を
有

つ
て
ゐ
る
。
』

と
㊥
。

而
し

て

マ
ル
ク
ス
は
此
の
黙

に
關
す

る

分
析

を
更

に

一
歩
進

め
る

こ
と

に
依

つ
て
、
資

本

の
蓄
積

と
、
勢
働
生
産

力

の
壇
進
と
、
資

本
組
成

の
礎
化

と

の
間

に
於

け
る
密
接
不
離

の
關
係
を
登
見
し
た

の
で

あ
る
。

即
ち
資

本

の
蓄
積

は
必
ず
や
勢
働
力

の
檜
進
を
件

ふ
で
あ
ら

う
が

、
然

し
そ
れ
と
同
時

に
、
此

の
生
産

行
程

の
内
部

に
於

て
生
ず

る
技
術
的
愛

化

は
必
然

に
有
機
的
組
成

の
愛

化

入
ロ
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
一
九



商

學

討

究

第

日
巻

(上
)

一
二
◎

ー

即
ち
不
凝
資
本
部
分

に
劃
す
る
可
愛
資
本
部
分
の
相
劃
的
減
少
ー

を
伸
ふ
と

い
ふ
の
で
あ
る
。

そ
は
何
故
で
あ

る
か
と

い
ふ
に
、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば

『
勢
働
の
肚
會
的
生
産
力
な
る
竜
の
は
、

一
人
の
勢
働
者

が

一
定
の
時
間
に
、
同

一
の
勢
働
力
緊
張
を
以

つ
て
、
生
産
物

に
轄
化
せ
し
め
る
生
産
手
段

の
相
勤
的
大
小
に
依

つ

て
言

ひ
現
は
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
の
勢
働
に
要
す
る
生
産
手
段

の
量
は
、
彼
れ
の
勢
働
の
生
産
力
が
壇
進
す

る
に
つ
れ
て
盆

々
大
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就

て
生
産
手
段
は
二
重
の
役
割
を
演
ず
る
。
即
ち
或

る
生
産
手

段

の
塘
大

は
勢
働
生
産
力
塘
進
の
結
果
で
あ
わ
、
他
の
生
産
手
段

の
壇
大
は
勢
働
生
産
力
の
壇
進
の
條
件
と
な
る
の

で
あ

る
。
:
…
だ
が
、
條
件
で
あ
る
に
し
ろ
、
結
果
で
あ
る
に
し
ろ
、
併
合
さ
れ
る
勢
働
力
に
比
べ
て
よ
り
大
と
な
る

生
産
手
段
の
量
は
、
勢
働
生
産
力

の
壇
進
を
言

ひ
現
は
す
も
の
で
あ

る
。
即
ち
勢
働
生
産
力
の
檜
進
な
る
も
の
は
、

運
轄
さ
れ
る
生
産
手
段
の
量

に
比
し
て
勢
働
の
量
が
減
少
す
る
と

い
ふ
事
實
、
換
言
す
れ
ば
勢
働
行
程
の
客
観
的
因

子
に
比
し
て
主
観
的
因
子
の
量
が
減
少
す

る
と

い
ふ
事
實

の
上
に
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
』
㈹
然
る
に

『
資
本
の
技
術

的
組
成
に
生
ず
る
斯
標
な
鍵
化
、
換
言
す
れ
ば
生
産
手
段
の
量
が
己
れ
に
生
命
を
與

へ
る
勢
働
力

の
量

に
比
し
て
塘

大
す
る
と

い
ふ
事
實
は
、
資
本
の
領
値
組
成

(
有
機
的
組
成
)
の
上
に
、
資
本
領
値
の
可
愛
部
分
を
犠
牲
と
し
て
不

愛
部
分
が
塘
大
す
る
と

い
ふ
事
實

の
上
に
、
反
射
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
百
分
率
的
に
計
算
し
て
、
最
初
例

へ
ば
五

〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
生
産
手
段
、
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
は
勢
働
力
に
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
控

一
資
本
が
、
後
に
至

つ
て
勢
働
生



勢

産

力
の
増
進

せ
る
結
果
、
入
○

パ
ー
セ
ン
ト
を
生
産
手
段

と
し
、
二
〇

メ
ー
セ
ン
ト
を
勢
働
力
と
す
る
と

い
ふ
風

に

漫

化
し
て
ゆ
く

の
で

あ

る
。
』
か
く
し

て

『
消
費

さ
れ
る
生
産

手
段

の
債

値
、
即
ち
不
愛
資

本
の
部
分

の
み
を
代

表

す
る
憤
格
要
素

の
相
封
的
大
小
は
、
総

じ
て
蓄
積

の
進
行

に
正
比
例
し
、
勢
働

の
代
慣
と

し
て
支
彿

は
れ
る
と

こ
ろ

の
、
換
言
す
れ

ば
可
愛
資
本
部
分

の
み
を
代
表
す

る
と

こ
ろ

の
、
他

の
慣

格
要
素

の
相
甥
的
大
小
は
、
総

じ
て
蓄
積

の
進
行

に
逆

比
例
す

る

こ
と

と
な
る
。
』

の
で
あ

る
の
。

然
る
に
此
の
資
本
蓄
積
の
作
用

は
、
更
に
近
代
肚
會
の
特
色
π
る
資
本
の

『
集
中
』
ー

少
数

の
大
資
本
家
に
依

る
多
歎
小
資
本
の
併
呑
歴
倒
i

に
依

つ
て
著
し
く
促
進

せ
ら

れ

る
。
即
ち
集
中
は

『
蓄
積

の
作
用
を
大
な
ら
し

め
、
速
か
な
ら
し
め
つ
＼
、
同
時
に
資
本
の
技
術
的
組
成
上
に
於
け
る
革
命
ー

可
愛
資
本
部
分
を
犠
牲
と
し
て
不

…漫
資
本
部
分
を
接
大
し
、
以
つ
て
勢
働

の
相
劃
的
需
要
を
減
少
せ
し
め
る
所
の
ー

を
も
大
な
ら
し
め
、
速
か
な
ら

し

め
る
も

の
で

あ
る
。
』
『
か
く

て

一
方

に
は
、
蓄

積

の
進
行
中

に
形
成

さ
れ
た
追
加
資
本

の
大

さ
に
比
し

て
盆

々
僅

少

の
勢
働

が
吸
引
さ
れ

る
と
同
時

に
、
他
方

に
は
叉

周
期
的

に
新

π
な

る
組
成

を
以

つ
て
再

生
産

さ
れ

る
所

の
奮
資

本

は
、
盆

々
從
前
優
用
し

て
ゐ
力
勢
働
者
を
駆
逐
す

る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。
』
⑥

①

河

上
肇

著

『
資
本
論
略
解
』
第

三
分
冊

M
O
三
頁
。

②

蜜
舞
ぎ

u
霧

囚
p
℃
冨

ド

bd
g

H
M
oQ
.
い
宕

・
『
改
謬
資

本
論

』
第

一
巻

八
三

二
頁
。

入

口
法

則
と
産
巽
豫
備
軍
の
法

則

一
二

一
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掲
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山
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頁

O

五
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二
二

と

乙
ろ
で
勢
働
者
の
蓮
命
を
支
配
す
る
勢
働
力
の
需
要
は
、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば

『
総
資
本
の
大
小
に
依

つ
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
可
憂
資
本
部
分
の
大
小
に
依

つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
襲
に
假
定

し
π
如
く
総
資
本
に
比
例
し
て
恥
進
す

る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
総
資
本
の
壇
大
に
つ
れ
て
累
進
的
に
減
少
す
る
乙

と
と
な
る
。
そ
れ
は
総
資
本
の
量
に
比
べ
て
相
劉
的
に
、
叉
此
の
量
が
大
と
な
る
に
つ
れ
て
加
速
度
的
に
減
少
す
る

竜
の
で
あ
る
。
』
①
即
ち↓

不
愛
部
分

の
相
劉
的
壇
加

資
本
の
蓄
積
-
↓
可
憂
部
分

の
相
劃
的
減
少
↓
勢
働
力
需
要
の
累
進
的
減
少



か
く
し

て
勢
働
力
需
要

の
累
進
的
減
少
、
即
ち

『
総
資
本

の
塘
大

に

つ
れ

て
よ
り
急
速
に
進
行
す

る
可
漫
資

本
部

分

の
斯

か
る
相
劉
的
減
少

は
、

一
方

に
勢
働
者
人

口
の
絶
勢
的
増
殖
が
勢
働

者

の
雇
傭
手
段

π
る
可
漫
資
本
よ
う
も

常

に
急
速

に
進
行
す

る
と

い
ふ
反
劉

の
外
観

を
探

つ
て
現
は
れ
る
。
資

本
制
蓄
積

は
寧

ろ
、
そ

の
精

力
及
び
範

園
に

比
例
し

て
、
相
劉
的

に

(
即
ち
資
本

の
中
位
的
な
債
値
塘
殖
慾

に
比
し

て
)
多
す
ぎ
る
と

こ
ろ

の
、
随

つ
て
叉

過
剰

穴
b
超

過
π
る
所

の
勢
働
者
人

口
を
不
断

に
生
産
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
』
⑭
然

る
に
勢
働
者
人

口
を
過
剰
な
ら
し
む

る
資
本

の
蓄
積
そ
れ
自
燈

は
、

マ
ル
ク
ス
に
櫨
れ
ば
勢

働
者

の
供
給
す
る
不
彿
勢
働

(
饒
剰
勢
働

)
の
股
奪
か
ら
成

立
す
る
竜

の
で
あ

る
か
ら
、

マ
ル
ク

ス
自
身

の
巧
妙
な
る
措
僻
を
以

つ
て
云

へ
ば

、
『
勢
働
者
人

口
な

る
も
の
は
、
一

方

に
資

本
の
蓄
積

を
生
ぜ

し
め
る
と
同
時

に
叉
、
他
方
に
は
己
れ
自
身

を
相
劃
的

に
過
剰
な
ら
し
む
る
手
段
を
絶

ね

ず

盆

々
産
出
す

る
こ
と
と
な

る
。
』
(註
八
)

而
し
て
之
れ
が

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば

『
資
本
制
生
産
方
法
濁
特

の
人

口
法

則
』
で
あ

る
の
で
あ

る
㈹
。

(註
入
)

そ
れ
は
何
と
い
ふ
面
白
い
衷
現
の
一
致
で
あ
ら
う
o
マ
ル
サ
ス
に
於
け
る
『勢
働
者
階
級
の
窮
乏
の
原
因
に
彼
等
良
勇
』
で
あ
つ
六
、
即

ち
勢
働
者
に
絵
吻
・に
多
く
の

『子
供
』
な
生
み
過
ぎ
う
と
云
ふ
に
在
つ
表
が
、
マ
ル
〃
ス
で
に
勢
働
者
が
蝕
り
に
多
く
の

『資
本
』
を
生
み
過

ぎ
う
と
い
ふ
こ
と
が
そ
の
窮
乏
と
入
口
過
剰
と
の
原
因
な
の
で
あ
ろ
。

勢
働
者
の
過
剰
人
口
は
斯
く

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
資
本
制
蓄
積
の
必
然
的
結
果
で
あ

る
が
、
之
が
同
時

に
叉
、
資

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
二
三
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(上
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一
二
四

本

制
生
産

方
注

の

一
存
在
條
件
と
な

る

の
で
あ

る
。

マ
ル
ク
ス
の
見

る
所

に
依
れ
ば
今

日
の
資

本
家
肚
會
に
於

て
は

賃

銀
勢
働
者
は
常

に
二

つ
の
部
類

に
分
π

れ
て
ゐ
る
。

即
ち

一
現
役
勢

働
軍

欝
什一く
。
》
ひ
。
一梓臼
理
ヨ
。・
二
産

業
豫
備

(

(

軍

ご
身
ω
巳
巴
Φ
図
8
臼
く
。
騨
§

8

是
で
あ

る
。
而
し
て
資
本
の
蓄
積

は
不
断

且

つ
累
進
的

に
此

の
豫
備
軍

を
造
出
す

る
も
の
で
あ

る
が
、
而
竜
此
の
豫
備
軍

勢
働
者
過
剰
人
ロ
ー

は
資
本
主
義
そ
の
竜
の
の
存
立
の
π
め
に
映
く

べ
か
ら
ざ
る
條
件
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
此
の
無
歎

の
豫
備
軍
あ
る
乙
と
に
依

つ
て
資
本
は
任
意
に
生
産

の
規
模
を

振
大
し
得
る
と
同
時
に
、
之
れ
に
依

つ
て
現
役
勢
働
軍
を
歴
迫
し
、
不
梯
勢
働
の
強
制
を
ば
、
よ
う
容
易
且
っ
完
全

に
行
ふ
之
と
を
得

る
か
ら
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
葉
を
以

つ
て
云
ふ
と
、
『
勢
働
者
の
過
剰
人
口
な

る
も

の
は
、
蓄
積
叉
は
資
本
主
義
的
基
礎

上
に
於
け
る
富
の
號
達

の
必
然
的
産
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
π
資
本
主
義
的
蓄
積
の
積

粁
と
竜
な
り
、
否
、
資
本

制
生
産
方
法

の
存
在
條
件

の

一
つ
と
竜
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
が
恰
竜
己
れ
の
費
用
を
以

つ
て
養
成
し
π

竜
の
で
あ
る
か
の
如
く
全
く
絶
封
的
に
隷
属
せ
し

め
て
ゐ
る
所
の
、
自
由
に
利
用
し
得
べ
き
産
業
豫
備
軍
な
る
も
の

を
構
成
す
る
の
で
あ
つ
て
、
資
本
の
韓
痩
常
な
き
慣
値
塘
殖
慾
の
た
め
に
、
何
時
に
て
竜
搾
取
し
得
る
や
う
に
準
備

さ
れ
た
人
間
材
料
を
ば
現
實
的
人
口
塘
殖

の
制
限
か
ら
濁
立
し
て
造
う
出
す

の
で
あ
る
。
』
④
叉

日
く

『
資
本
制
生
産

は
決
し
て
、
人
口
の
自
然
的
増
殖
に
依

つ
て
供
給
さ
れ
る
所
の
、
利
用
し
得

べ
き
努
働
力
の
量
だ
け
で
満
足
す
る
も



の
で

は
な

い
。
資
本
制
生
産

を
し
て
自
由

に
活
動

せ
し

め
る
禿

め
に
は
、

備

軍
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
。
』
⑤

と
。

此
の
自
然
的
制
限
か
ら
濁
立
し
π
産
業
豫

■

以
上
が

マ
ル
ク

ス
の
産

業
豫
備
軍

の
法
則
、
即
ち
資
本
蓄
積
法

則
の
大
様

で
あ

る
が
、
次
に
讃
者

の
便

宜
の
π

め

に
、

オ

ッ
ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
の
記
す
所

を
墾
酌
し

て
そ

の
要

旨
を
摘
録

し
て

む
か
う
⑥
。

↓

資
本

の
蓄
積

は
、
不
攣
資
本
部

分

の
相
封
的
塘
加

、
從

つ
て
可
愛
資

本
部
分

の
相
樹
的
減

少
を
件

ふ
。

只二

可
漫
資
本
部
分
の
相
劃
的
、
虹

び
に
累
進

的
減

少
は

(
賃
銀
及
び
勢
働
時
間

に
漫

化
な
き
も

の
と
せ
ば
)
、
そ

れ
と
同

じ
比
例
で
勢
働

の
需
要

を
減

少
し
就
業
勢

働
者
を
編
逐
す
る
。

.ヨ

勢
働
需
要

の
恒
久
的

且

つ
累
進
的
減
少

は
、
無
産

者
の
過
剰
人

口
、
即
ち
産
業
豫
備
軍
を
生
ぜ

し
め
る
。

バ四

過
剰
人

口
の
増
大

は
、
無
産

者

の
側
に

『
窮
乏

、
勢

働
苦
、
奴
隷
状
態

、
無

知

、
野
獣
化

、
道

徳
的
堕

落
等

(
を

生
ぜ
し

め
る
。

凶

故
に
無
産
者

の
側

に
於
け
る
窮
乏

、
勢
働
苦
等

は
、
資

本
蓄
積

の
結

果
で
あ
る
。

(
①

嵐
胃
き
U
器
内
費℃
坤
巴
.
尉
自.
Hゆ
9
いO↑
『改
課
資
本
論
』
第

一
巻
八
三
七
頁
o

②

寓
9タ

鉾
騨.
O
壱
9
いO↑
同
上
八
三
七
ー
入
頁
。

人
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
二
五
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今
や
吾

々
は
租

々
長
き

マ
ル
ク

ス
説

の
叙
述

を
終

つ
て
、
所
説

そ

の
も

の
を
吟
味
す

べ
き

一
段

に
到
達

し
π
。
砺

で

余
は
余

の
問
題
を
二
方
面

に
分

つ
て
、
先
づ
第

一
に
産
業
豫
備

軍

の
法
則
そ

の
竜

の
の
當
否
を
槍

し
、
次

に
第

二

に
該
法
則
と
人

口
壇
殖
力
と

の
交
渉

を
吟
昧
し

て

マ
ル
サ

ス
人

口
法
則

の
眞

理
性
を
究
明
し

て
見
や
う
と
思

ふ
。

産

業
豫
備
軍

の
法
則
は
、
之
を
通
俗

の
用
語

に
翻

繹
す

れ
ば
、
『
機
械
は
勢
働
者
を
繹

放
す

る
』
と
U
剛。
冒
98
ず
ぴ
Φ

・・。
翼

α
窪

諺
ぴ
。一梓9

沖
。
一..
と

い
ふ

こ
と

に
な

る
。
即
ち
資
本

の
塘
殖

に
件

ふ
不
攣

資

本
部
分

の
相

劃
的
壇
加

、
随

つ
て
可
鍵
資
本
部
分

の
相
劉
的
減
少
と

い
ふ

こ
と

は
、
李
易
な
言
葉
を
以

つ
て
云

へ
ば

、
高
慣
な
機
械
が
探
用

さ
れ

て
就
業
勢
働
者
が
騙
逐

さ
れ

る
と

い
ふ

之
と
を
意
味
す

る
。
固

よ
う

マ
ル
ク
ス
の
所
謂
不
縫
資
本

は
機
械

の
み
で
成

立
す

る
も

の
で

は
な
く
、
原
料
、
建
物

、
敷

地
等
も
之
に
包
括
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
然

し
新

尤
な
機
明
と
改
善
と

に
依

つ
て
日
々
更
新

き
る

、
を
要

し
、
又
生
産
費

節
減

の
尤
め
に
更
新
す

る
の
要

に
迫

ら
る

＼
も

の
は
主
と
し

て
機



械
で
あ

る
か
ら

、
蓄
積
法
則
を
簡

約
し
て
オ

ッ
ペ
ン

ハ
イ

マ
ー
に
於

け
る
が

如
く
機
械

は
勢
働
者
を
繹
放
す
と
説

い

て
大
過
な

い
で
あ
ら
う
①
。

.

機
械

の
使
用
が
勢
働
者
階
級

に
取

つ
て
有
害
で
あ

る
と

い
ふ
こ
と

は
、

マ
ル
ク
ス
の
指
摘

せ
る
が
如
く
、
ジ
ヨ
ン
・

バ
ー
ト

ン
が
初

め
て
之

を
提
唱

し
、
次
で

リ
カ

ー
ド
が

『
維
濟
原

理
』

の
第

三
版
で
追
加

し
力
第

三
十

一
章
で
詳
論

し
、
第

五
章
賃

銀

の
條
下
で
述

べ
π
所

を
著
し
く
修

正
し
π
も

の
で

あ

る
⑭
。
そ
れ
以
來

此
の
説

は
自

由
主
義
及

び

肚
會
主
義
學
説

の
共

有
物

と
な

る
に
至

つ
π
⑤
。
が
、
是
等
論
者

の
所
説

に
就

い
て
は
今

こ
＼
で
は
顧

み
る
の
邊

を
有

力
な

い
か
ら

、
直
ち
に

マ
ル
ク

ス
の
説
く
所
を
示

さ
う
。
即
ち

マ
ル
ク
ス
は
第
四
篇
第
十
三
章

の

『
機
械

及
び
大
工

業
』

の
條
下
で
次

の
や
う

に
云

つ
て
ゐ
る
。
i

『
勢
働
要
具
は
機
械
の
形
態
を
採
る
や
う
に
な
る
や
否
や
、
勢
働
者
自
身
に
劃
す
る
競
孚
者
と
な
る
。
機
械
に
依

る
資
本
の
自
己
増
殖
は
、
機
械
に
依

つ
て
生
存
條
件
を
破
壌
さ
れ
π
勢
働
者

の
数

に
正
比
例
し
て
ゐ
る
。
…
…
機
械

の
π
め
に
、
斯
く
過
剰
の
人
口

(
換
言
す
れ
ば
、
資
本
の
自
己
増
殖
上
に
、
も
は
や
直
接
必
要
の
も
の
で
は
な
く
な

っ
π
人
口
)
に
轄
化
さ
れ
π
勢
働
者
階
級
部
分

〔
筆
者
註
、
産
業
豫
備
軍
]
は
、
奮
來
の
手
工
業
的
及
び

マ
ニ
ユ
フ

ァ
ク
チ

ユ
ー
ア
的
経
螢
が
機
械
維
螢
に
封
し
て
な
す
不
均
衡
な
抗
箏
の
下
に
亡
び
去
る
か
、
然
ら
ず
ん
ば
よ
ウ
容
易

に
接
近
し
得
る
所

の
凡
ゆ
る
産
業
部
門
に
流
入
し
て
、
勢
働
市
揚
を
過
充
な
ら
し
め
、
斯
く
し
て
勢
働
力
の
慣
格
を

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
二
七



商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

一
二
入

ぱ
慣
値
以
下
に
低
減
せ
し
め
る
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
』
④
か
く
し
て

『
機
械
に
依

つ
て
騙
逐
さ
れ
π
勢
働
者
は
、

作
業
揚
か
ら
勢
働
市
揚
に
投
込
ま
れ
、
彼
庭
に
於

て
、
既

に
資
本
主
義
的
搾
取
の
材
料
と
な
る
べ
く
準
備
さ
れ
て
ゐ

る
勢
働
力

〔
筆
者
註
、
産
業
豫
備
軍
〕
の
藪
を
壇
殖
せ
し
め
る
。
』
①
だ
が

『
機
械
は
軍

に
、

い
つ
で
も
賃
銀
勢
働
者

を

「
過
剰
」
に
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
よ
う
優
勢
な
競
箏
者
と
し
て
作
用
す
る
の
み
で
は
な

い
。
そ
れ
は
又
、
勢
働
者

に
劉
抗
し
力
擢
力
と
し
て
竜
作
用
す
る
の
で
あ

つ
て
、
資
本
は
機
械
を
か

＼
る
権
力
と
し
て
聲
高
く
宣
明
し
且
つ
利

用
す
る
。
機
械
は
、
資
本
の
專
制
に
劃
す
る
勢
働
者
の
周
期
的
反
抗
だ
る
同
盟
罷
工
そ

の
他
を
抑
塵
す
べ
き
最
も
有

力
な
武
器
と
な
る
』
の
で
あ
る
⑥
。

さ
て
機
械
に
依
る
人
間
勢
働
力
の
騒
逐
と

い
ふ

乙
と
は
、
吾

々
は
之
を
デ
イ

ー
ル
に
随
つ
て
、
次
の
二
つ
の
方
面

か
ら
観
察
す
る
を
適
當
と
考

へ
る
の
。
即
ち

】
は
機
械
探
用
の
直
接
の
結
果
で
あ
う
、
他
は
機
械
採
用
の
間
接
の
結
果

で
あ
る
。
直
接
の
叉
は

一
時
的
の
結
果
に
就

い
て
見
れ
ば
、
勢
働
を
節
約
す
る
機
械

の
導
入
は
、
當
該
産
業
部
門
に

從
事
せ
る
多
藪
勢
働
者
を
不
幸
な
蓮
命
に
階
れ
る
と

い
ふ
之
と
は
、
歴
史
上
屡

々
行
は
れ
π
所
の
疑

ひ
な
き
事
實
で

あ

る
。
特
に
そ
れ
は
繊
維
工
業
に
於

て
著
し
か

つ
π
。
手
近
か
な
例
を
以

つ
て
云
ふ
と
、
今
度
東
京
の

一
部
で
實
施

さ
れ
π
自
働
式
電
話
器
は
、
前
に
四
百
人

の
交
換
手
を
必
要
と
し
π
も
の
を
僅
か
に
十
入
人
で
事
足
ら
し
め
る
と

い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
自
働
式
電
話
器
は
四
百
人
の
中
三
百
入
十

二
人
の
交
換
手
を
繹
放
す
る
こ
と

＼
な
る
の
で
あ



る
。
新
機
機

の
探
用
は
そ

の

一
時
的
結
果
に
戯

て
見
れ
ば
、
菅
に
斯
く
多
歎

の
人
間
勢
働
力
を
不
要
と
す
る
の
み
な

ら
ず
、
更
に
大
人
の
熟
練
勢
働
者
に
替

ふ
る
に
年
少
の
不
熟
練
勢
働
者
を
以

つ
て
す
る
。
即
ち
機
械
の
探
用
は
数
量

的
に
の
み
な
ら
ず
、
品
質
的
に
も
勢
働
者
階
級
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
(註
九
)。

(
註
九
)

マ

ル
4

ス
は
日
ふ
や
う
、
『
勢
働
者
の
自
然
的
増
殖
が
資
本
の
蓄
積
慾
な
充
お
す

に
足
ら
ず
し
て
、
而
も
同
時
に
そ
れ
な
超
過
す

る
と
い

ふ
こ
と
は
、
資
本
の
蓮
動
そ
の
も
の
、

】
矛
盾
で
あ
る
。
資
本
に
年
少
の
勢
働
者
な
要
す

る
こ
と
多
く
、
成
年
の
男
子
勢
働
者
な
要
寸

ろ
こ
と

少
な

い
の
で
あ

る
o

・
:
・ま
穴
資
本
は
極
め
て
急
激
に
勢
働
力
な
消
費
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
抵
の
勢
働
者
に
中
年
に
し
て
既

に
多
か
れ

少
な
か
れ
腰
朽
に
厨
し
て
了
ふ
。
彼
等
に
遡
剰
者
の
隊
列
に
落
ち
込
む
か
、
然
ら
ず
ん
ば
高
級
勢
働
者
六
る
位
置
か
ら
下
級
勢
働
者
た
ろ
位
置

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
、
な
る
o
吾

々
は
大
工
業
の
勢
働
者
こ
そ
馬
最
も
短
命
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
に
遙
着
す

る
の
で
あ
る
。』
『
か
、
る
次

第
で
あ
る
か
ら
、
此
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
部

分
の
緬
蜀
的
増
殖
に
、
個

々
の
分
子
が
急
速

に
磨
滅
し
て
、
而
も
全
髄
の
数
に
増
殖
す
ろ
と
い
ふ
形

態
な
探
ら
な
け
れ
ば
電
ら
な
く
な

つ
て
來
る
o
要
す

る
に
勢
働
者
は
急
速

に
代
な
改
め
て
69
く
の
で
あ
ろ
o』
勒

と
o

と

こ
ろ
が
之

を
間
接

的
に
、
即
ち
國
民
経
濟

に
及
ぼ
す
所

の
終
局

の
影
響

に
就

い
て
考

へ
て
見

る
と
、
之
れ
と

は

全
く
異

つ
尤
見
方
が
成

立
す

る
。
機
械
は
勢
働
者
を
羅
放
せ
ず

し

て
、
却

つ
て
之
を
吸
牧
す

る
が
如
く
で
あ

る
。
吾

吾

は
之
を
次

の
二

つ
の
顯
著
な
る
事
實

を
指
摘

す
る
こ
と

に
依

つ
て
、
そ

の
所
以

を
察
知
す

る

こ
と

が
出
來

る
。
即

ち

十
九
世
紀

に
於

て
猫

、
英
、
米

の
諸

國
に
著

し
き

機
械

の
進
歩
あ

つ
π

に
拘
ら
ず

、
當

該
産
業

に
從
事

す

る
勢
働

者

の
数
が
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
却

つ
て
著

し
く
培
、大
し
π

の
は
何
故
で
あ

る
か
(註
+
)。
ま

力
機
械

の
慮
用
が
左
程

人
口
法
則
と
産
業
操
備
軍
の
法
則

}
二
九



商
學
討
究

第
一
雀
(上
)

一
三
〇

著
し
く
な

い
所

の
、
否
、
吾

國
の
如
き

に
於

て
は
殆

ん
ど
機
械

の
用

ひ
ら
れ
な

い
所

の
農
業

に
於

て
、
就
業
螢
働
者

の
数
が
著

し
く
減

少
し

、
農
業
部
面

か
ら
工
業
圃

に
移
動
す

る
の
傾
向
著

大
な
る
は
何
故
で
あ

る
か
、
と
。

(
註
十
)

デ
イ

ー
ル
の
引
用

ぜ
ろ
統
計

に
依

う
と

一
八

五

一
1

一
八
入

一
年
の

三
十
年
間

に
於

て
英
國

工
業
界

に
は
恐

ろ
べ
き
多

数
の
機
械
爽

明
が

行

に
れ

六
に
拘
ら
ず

、
就
業
勢
働

者
は
著

し
く
噌
加

し
六
。

即
ち
鑛
山
業

に
於

け
る
就

業
者
は
、
自
螢
勢
働

な
加

へ
て
三
三
五
、
○

O
O

か
ら
五

六

二
、
○
0
0
に
、
機

械
及

び
器
具
製
造

業

に
於

て
に

一
〇
〇
、
0
0
0

か
ら

二
二
四
、
O

O
O

に
、
金
薦
製
作

業

に
於

て
に

二
九
三
、
O
O

O
か

ら
四
七
七

、
0
0
0
に
、
造
船

業
に
於

て

に
二
七
、
0
0
0

か
ら
五
四
、
0

0
0

に
増

加
し
牝
の
で
あ

ろ
⑲
。

右
第

一
問
に
劃
し
て
與

へ
得

る
同
答

は
、
新
し
く
毅
明
さ
れ
力
機
械
力
は
、
大
部
分
人
間

の
勢

働
力
を
放
逐

す
る

も
の
で

は
な
く

て
、
人
間
以
外

の
他

の
動

力
を
不
要

な
ら
し

め
π
と

い
ふ

乙
と
是
で
あ

る
。

レ
キ

ン
メ
の
研
究

に
依

れ
ば
、
文
明
諸

國

に
存
在
す

る
蒸
氣
機

關
力

の
約
七
〇

バ
ー
セ

7
ト
は
運
輪

業

に
用

ひ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ

っ
て
、

そ

れ

に
依

つ
て
繹
放
さ
れ
尤
も

の
は
駄

馬
と

か
帆
船

と
か

に
過
ぎ
な

い
。

尤
も
鐵
道

の
布
設

に
依

つ
て
荷
車
引
き
と

か
飛
脚
と

か
が

一
時
そ

の
生
業
を
奪

は
れ
π

こ
と

は
事

實
で
あ

る
。
然

し
今

日
で
は
殆
ん
ど
そ
れ
と
は
比
較

に
な
ら

な

い
稗
度

に
於

て
多
藪

の
人
間
が
、
鐵
道

に
依

つ
て

バ
ン
を

得

て

ゐ

る

の
で

あ

る
。
汽
車

や
汽

船

の
駿
明

は

一
般

に
、
著

し
き
程
度

に
人
間
勢
働
を
放
逐

し
π

の
で

は
な
く
、
却

つ
て
反
劃

に
、
遙

か

に
大

な
る
人
間
勢
働

の
需
要

を

造
b
出
し
控
の
で
あ
る
。
更

に

レ
キ
シ
ス
の
云
ふ
所

に
擦

る
と

、
蓮
輪

以
外

の
目
的

に
用

ひ
ら

る

＼
三
〇

メ
ー
セ
ン



●

ト
の
蒸
氣
機
關
力

の
中

三
分

の

一
以
上
は
、
鑛
山

、
熔
鑛

、
機
械
製
造

、
金
属
加

工
業
等

に
用

ひ
ら

れ
る
の
で
あ

つ

て
、
之
れ
叉
以
前

に
は
人
間
力
に
依

つ
て
で

は
な
く
、
牛
馬
と
か
水
力
と
か
に
依

つ
て
行

は

れ

て

ゐ
尤

も

の
で

あ

る
。

而
し
て
結
局
人
間

の
勢

働
力
に
直
接

取

つ
て
替

つ
π
も

の
は
僅

か

に

一
〇
ー

=

一
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ

る
に
過
ぎ

な

い
⑩
。
而
も
そ
の
間
接

の
結
果
だ

る
や
却

つ
て
機
械

は
人
間
勢
働
を

吸
牧
す

る
も

の

＼
如

く

で

あ

る
。
吾

々
は
を

の

一
つ
の
謹
左
を
ぱ
右

に
掲
げ
だ

る
第

二
黙
、
即
ち
農

民

の
都
市
移

住
と

い
ふ
顯

著
な

る
事
實

に
求

め
る

こ
と
が
出

來

る
の
で
あ

る
。

・

亭

(10)(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3) (2)(1)

O
も
℃
o
コ
ず
。
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5

0
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コ
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業
操
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軍
の
法
則
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商

學

討

究

第

一
巻

β上
)

一
三

二

七

農
民
相
携

へ
て
郷
土
を
離
れ
、
都
會
に
向

つ
て
流
れ
込
ま
ん
と
す
る
傾
向
、
即
ち
農
民
向
都
の
傾
向
は
、
そ
の
喜

ぶ
べ
き
か
悲
し
む
べ
き
か
の
例
断
は
別
と
し
て
、
今

日
世
界
静

が

一
標

に
常
面
し
つ
＼
あ
る
事
實
で
あ
る
。
『
エ
デ

ィ

ン
バ
ラ
・
レ
ヴ

ユ
ゥ
』

の
主
筆

ハ
ロ
ル
ド
・
コ
ッ
ク

ス
の
近
著

『
人

口
問
題
』
①
に
嫉

る
と

、
英
吉

利
に
於

て
は
此

の

傾

向
は
既

に
百
年
以
上

の
歴
史
を
有
し
、
+
九
世
紀

の
初

め
か
ら
起

つ
π
も

の
＼
如
く
で
あ

る
。
而
し
て
今

日
で
は

イ

ン
グ

ラ
ン
ド
と

ウ

エ
ー
ル
ズ
と

の
都
會
人

口
は
全
人

口
の
八
〇

パ
ー
セ

ン
ト
を
占

む
る
の
熱
ま
で
達

し
て
ゐ
る
。

亜

米
利

加
合
衆
國

で
は
英
吉

利

の
如
く
顯

著
で

は
な

い
が

、
矢
張

う
同

じ
傾
向
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

即
ち

一
九

〇
〇

年

に
は
合
衆
國

の
都
會
人

口
は
全
人

口
の
四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
占

む
る
に
過
ぎ
な
か

つ
だ
が

、
二
十
年
後

の

一
九

二

〇
年
で
は
そ

の
割
合
は
塘
加

し
て
全
人

口
の
五

一
・
四

パ
ー
セ

ン
ト
と

な

つ
て

ゐ

る
。
加
奈
陀
で
も
同
じ
傾

向
が
現

は
れ
、

一
九

〇

一
ー

一
九

一
一
年

の
+
年

間
に
、
都
會
人

口
は
百

二
+
五
萬

九
千
を
檜
加

し
虎

の
に
農
村

人

口
は
同

期

間

に
僅

か
に
五
+
七
萬
六
千
を
塘
加
し
た

に
過
ぎ
な

い
。
轄

じ
て
濠
太
刺

利
亜
を
見

る
と
、
濠
太
刺
利
亜
は
世
界

中
で
最
も
健
實
な
人
口
の
歩
み
方
-

出
産
率
必
ず

し
も
高
く
な

い
が
死
亡
奉
極
め
て
低
き
π
め
生
残
率
、
即
ち
人

口
の
自
然
塘
加

牽

は
甚
だ

大
で
あ
る

を
取

つ
て
ゐ
る
が
、
世
界

の
何
慮

に
も
存
し
な

い
や
う
な
数

百
萬

工
ー
真



-
の
未
墾
地
を
有

っ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず

、

一
九

二

一
年

の
國
勢

調
査
で

は
、
全
人

口
五
百
四
+
三
萬

七
千

の
中

二
百

三
十
三
萬
入
千
が

、
僅

か
に
六
個

の
主
要

都
市
に
集
中
し

て
ゐ
る
と

い
ふ
驚
く

べ
き
事
實

を
示
し
π
の
で
あ

る
①
。

然

ら
ば
吾
國

の
情
勢

は
如
何
と

い
ふ
に
、
矢
張

り
同
榛

の
傾
向

を
認

め

る

乙
と

が

出

來

る
。
牢
澤

耕
貫
氏

の
研

究
燭
に
依

る
と
、
人

口

一
萬
以
上
を

有
す

る

都
會
人

口
の
、
全
人

口
に
劃

し
て
有
す

る
千
分

比
は
大
様

次
の
如
く

で

あ

る
。明

治
三
十

一
年
末

同

一二
十
4.ハ
年
末

同

四
十

一
年
末

大

正

二

年

末

同

七

年

末

一
萬

以

上
都

會
総

人
口

】
七
六

・
四

二
〇
七
・
〇

二
四

九
・
三

二
七
六
二

三

一
九

・
二

農

村

総

人

口

八

二
三

・山
ハ

七

九
三
・
〇

七

五
〇
・
七

七

二
三
・
九

六

八
〇
・
八

即
ち
吾
國

の
都

會
人

口
の
、
全
人

口
に
劉
す

る
割
合
は
明
治

三
十

一
年
末

に
は

一
入

パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か

つ
泥

も

の
が
大

正
七
年
末
に
は
約

一
四

パ
ー
セ
ソ
ト
壇
加
し

て
全
人

口
の
三
ニ

バ

ー
セ
ン
ト
に
該
當
す

る
に
至

つ
π
。

此

の
事

實
か
ら
推

し
て
も
、
都
會
人

口
が
全
人

口
に
占

む
る
地
位

が
盆

々
重
く
な

つ
π
と

い
ふ

乙
と
、
即
ち
人

口
の
都

會
集

中
的
傾
向
を
窺

ひ
得

る
の
で
あ

る
㈹
。

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

=
二
三



商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

】
三
四

さ

て

此

の

、

世

界

各

國

に
通

じ

π

人

口

の

都

市

集

中

的

傾

向

は

、

抑

も

何

を

意

味

す

る

か

。

之

は

マ
ル

ク

ス
の

産

業

豫

備

軍

の
法

則

に
封

す

る

一
つ

の

、
然

し

有
力

な

反

謹

で

は

な

か

ら

う

か

。

今

此

の
事

實

に
着

眼

し

て

マ
ル
ク

ス

説

の

誤

う

を

指

摘

せ

ん

と

し

π

の

は

、

逸

早

く

小
泉

敏

授

に
依

つ

て
紹

介

さ

れ

た

る

が

如

く

紛
、

フ
ラ

ン

ッ
・
オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー
で

あ

る
。

オ

ッ

ペ

ン

ハ
イ

マ
ー

の

い
ふ
所

に

依

れ

ば

、
農

民

向

都

の

大

勢

は

マ
ル

ク

ス
の

所

説

に

反

し

一

て

、

全

禮

の
産

業

に
就

い
て

見

れ

ば

現

役

軍

へ
の
編

入

は

豫

備

軍

へ
の
繹

放

を

補

ふ

て
省

除

う

あ

る

こ

と

を
意

味

す

る

。

即

ち

都

會

産

業

は

蕾

に

都

會

勢

働

者

の
豫

備

軍

に
封

し

て

新

し

き

職

を

供

す

る

の

み

な

ら
ず

、

術

ほ

そ

れ

以

上

に
農

業

人

口

を

吸

牧
す

る

の
で

あ

る
⑥
(
註
+

一
)
。

(
註
十

一
)

東
京
府
職
業
紹
介
所
に
現
は
れ
穴
る
事
賓
に
依
る
と
、
大
正
九
、
十
爾
年
に
取
扱
つ
穴
数
は
夫
々
一
五
、四
八
二
名
、
二
九
、
三
二
四
名

囑
に
蓬
し
、
内
、
農
村
出
勇
求
職
者
は
夫
々
入
、〇
八
九
名
、

コ
ニ
、
五
九
五
名
に
上
・り
、
そ
の
割
合
に
全
求
職
者
中
の
五
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
或
は
四

五
パ
ー
セ
y
ト
に
當
る
の
。

尚
ほ
牛
澤
氏
の
調
査
に
依
う
と
、
陸
軍
造
兵
廠
所
轄
の
王
子
、
大
阪
、
名
古
屋
工
廠
並
に
小
倉
兵
器
製
造
所
通
算
被
傭
全
職
工

一
一
、
七
二
四

名
(
大
正
十
二
年
八
月

一
日
現
在
)
の
内
、
前
職
業
が
農
業
で
あ
つ
た
も
の
に
四
、
一
四
五
名
で
あ
つ
て
、
之
な
百
分
牽
で
表
に
す
と
、
全
職
工

申
の
三
五
・
三
五
.ハ
ー
セ
ン
ト

(但
し
王
子
は
最
も
高
く
五

T
O
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
當
り
、
更
に
登
職
工
彪
前
職
業
別
に
し
て
研
究
し
六
結

ン

果
に
依
う
と
、
各
工
楊
と
も

一
般
に
農
業
出
男
職
工
が
そ
の
第

一
位
に
居
う
か
、
少
く
と
も
第
二
位
な
下
ら
な
い
㈹
。

尤

も

マ
ル

ク

ス
自

身

も

、

産

莱

の

一
部

門

に
於

け

る

失

業

は
或

る

程

度

ま

で

他

の
部

門

へ
の
編

入

を

件

ふ

こ
と

を



●

、

認

め
て

ゐ
π
。

例

へ
ば
彼

れ
は
明
か
に
斯

う
記
し
て
ゐ
る
。
ー

ー
『
機
械

は
そ
れ
が
採
用

さ
れ

る
勢

働
部
門
に
於

て
、

必
然
的

に
勢
働
者
を
騙
逐
す

る
と

は
云

へ
、
他
の
勢

働
部
門

に
於

て
は
、
勢
働
者

の
雇
傭

塘
加

を
喚

び
起

し
得

る
。
』
⑧

『
機
械
経
螢

に
依

つ
て
、
事
實

上
、
多
大

の
勢

働
者

が
駆
逐

さ
れ

、
結
局
機
械

の
た
め
に
位

置
を
奪

は
れ

て
了
ふ
と

い

ふ
事
實

が
あ

る
に
拘
ら
ず

、
機
械
経
螢
そ
れ
自

身
が
登
達
し
て
、
同

じ
種
類

の
工
場
が
塘
殖
し
、
又
は
既

存
工
場

の

規

模
が
憤

大
さ
れ
る
結
果

、
工
場
勢
働
者

の
数

は
終
局
に
於

て
、
騙
逐
さ
れ
π

マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ

ユ
ー
ア
勢
働
者
又

は
手
工
業
螢

働
者

の
歎

よ

う

も
遙

か

に
大
と
な
う
得

る

こ
と

は
e
吾

々
の
理
解

し
得

る
所
で
あ
る
。
』
㈹
『
近
世
産
茉

の
中
心
π
る
工
揚
、

マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ

ユ
ー
ア
揚

、
錯
鑛
所
、
鑛
山
な
ど

に
於

て
は
、
勢

働
者

は
或

時
は
反
棲
さ
れ
、

或
時
は
懐

泥
更

に
大
規
模

に
吸
引

さ
れ
る
竜

の
で
あ

つ
て
、
大
膿

に
就

い
て
云

へ
ば
被

傭
者

の
歎

は
壇
殖
す
る

乙
と

と
な
る

の
で
あ

る
。
』
㎝
然

し

マ
ル
ク
メ
に
依
れ
ば

『
此

の
塘
殖

の
率

は
、
生
産
規
模

に
比
較

し
て
考

へ
れ
ば
不
断

に

低

減
し

て
ゐ
る
』

の
で
あ

つ
て
、
此

の
揚

合
、
過
剰
人

口

濠
業

豫
備
軍
ー

は

『
流
動
的

の
形
態
』

を
取
り
乍

ら

、
『
不
断

に
』

造
出

さ
れ

つ

＼
あ

る
の
で
あ
る
⑰
。

然
ら
ば

マ
ル
ク
ス
は
農
民
向
都

の
傾
向
を
看
取

し

て
ゐ
π
か
ど
う
か
。

云
ふ
ま
で

も
な
く

マ
ル
ク

ス
は
此

の
事
實

を
見
遁
す
縄

の
鈍
戚
な
観
察
者

で
は
な

か

つ
π
。
彼

は

一
八
山
ハ
一
年

の
イ

ン
グ

ラ

ン
ド
及

び
ウ

エ
ー
ル
ズ
國
勢
調
査

の

一
節

を
指
摘
し

て
、
『
農

村
人
口
の

一
部

は
、
絶

ね
ず
郡
市
叉
は

マ
ニ
ユ
プ
ア
ク
チ

ユ
ー
ア

(
此

の
揚
合

に
は
農
業

入
口
法
則
と
鳶
業
豫
備
軍
の
法
則

一
三
五



〆

商

學

討

究

第

一
巻

(
上
)

一
三
占ハ

以
外

の
産
業
)

の
プ

ロ

γ
タ

リ

ァ

泥

ら

ん

と

し

て
、
此

の
韓

化

に
好
都
合
な
事
情

を
窺

つ
て
ゐ
る
』

と
述
べ
て
ゐ

る
伽
。
之

に
依

つ
て
見
れ
ば

マ
ル

ク

ス
は
農
民
向
都

の
傾
向
を
ば
、
輩

に

一
時
的

の
現
象

と
見
ず

永
久
的

の
竜

の
と

見

て
ゐ
だ
こ
と
が
割
る
。

固
よ
う
都

會

に
向

ふ
農

民
の
総

て
が
、
都
會
産

業
に
、
嚴
密
な
意
味
で

は
機
械
工
業

に
從
事
す

る
と

は
云

ひ
得
な

い
で
あ
ら
う
。

去
り
乍
ら
、
若

し

マ
ル
ク

ス
の
法
則

に
し

て
正
し
き
竜

の
で
あ
る
な
ら
ば

、
産

業
豫
備

軍
は
都
會

に

ヘ

へ

も

へ

於

て
造
り
出
さ
れ
、
而
竜
そ

の
員
歎
が
彼
れ
の
説

く
が
如
く
累
進
的
に
檜
加
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
都
會
に
於
け

る
失
業
率
は
年

々
高
め
ら
る

＼
か
、
或
は
都
會
よ
h
農
村

へ
の
人

口
逆
流
が
行
は
れ
な
く
て
は
な
ら
澱
筈
で
あ
る
。

尤
も
欧
洲
職
後
交
職
諸
國
は
産
業
の
疲
弊
と
出
征
軍
人
の
蹄
還
と
の
虎
め
に
失
業
者
績
出
し
國
民
生
活
の
危
機
が
傳

へ
ら
れ
π
が
、
其
後
産
業

の
同
復
と
相
侯

つ
て
徐

々
に
奮
態

に
復
じ

つ
、
あ

る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
而
も
他
面
に

於

て
農
村

へ
の
人
口
逆
流
が
行
は
る
＼
Z
と
な
く
、
却

つ
て
都
會
流
入
の
傾
向
が
年
を
逐

ふ
て
顯
著
と
な
り

つ
＼
あ

る
の
事
實
は
、
正
し
ベ
オ
ッ
ペ

ン
ハ
イ

マ
ー
の
説
く
が
如
く
、
都
會
産
業

の
全
膿

に
就

い
て
見
れ
ば
勢
働
者
の
現
役

軍

へ
の
編
入
は
豫
備
軍

へ
め

繹
放
を
償

ふ
て
鯨
う
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば

『
機
械
は
勢
働
者
を
繹
放
す
る
』

に
非

ず
し
て
却

つ
て

『
勢
働
者
を
吸
牧
す
る
』
所
以
を
澄
明
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
少
く
と
も

マ
ル
ク
ス
が

】
面

此

の
根
本
事
實

を
認
め
乍
ら
、
そ
の
蓄
積
法
則
と
の
交

渉
を
精
細

に
究
明
し
な
か
つ
カ
の
は
燧
か
に
大
な
る
溺
黙
で



あ

ら

ね

ば

な

ら

滋

。

資

本

制

蓄

積

の

法

則

、

産

業

豫

備

軍

の

法

則

は

斯

く

し

て

今

、

自

か

ら

備

へ
泥

る

難

關

に

逢

着

し

つ

＼
あ

る

の

で

あ

る

(
註
+
二
)。

(
註
十
二
)

小
泉
教
授
に
ナ
ツ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
の
所
観
に
賛
意
な
表
し

て

日
く
、
『
凡
て
の
資
本
主
義
國
に
於
て
如
何
な
ろ
逞
鈍
の
観
察
者
も
決
し

て
看
過
し
能
は
ざ
ろ
こ
と
は
、
蕾
制
度
が
崩
屡
し
住
居
移
韓
の
禁
が
解
か
れ
て
蕊
り
以
來
の
溜
々
れ
ろ
農
民
都
市
流
入
の
大
勢
で
あ

る
。

:
:

此
の
顯
著
な
ろ
事
實
は

マ
ル
グ
ス
と
正
反
鍬
の
結
論

に
到
蓬

ぜ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
機
械
は
勢
働
者
な
衝
き
離
さ
ず
し
て
之
な
吸
牧
す
る

の
で
あ

ろ
。
』
"

『
縦
令
機
械
探
用
の
五
め
入
間
が
排
斥
ぜ
ら
る
」
個

々
の
實
例
は
赦
墨

に
逗
あ
ら
ず
と
す
る
も
、
全
盟
に
於
て
都
市
崖
業
が
農

村
人
口
な
吸
牧
す

ろ
こ
と
斯
く
の
如
く
大
な
ろ
の
事
實
に
、
産
業
豫
備
軍
は
資
本
有
機
的
組
成
の
愛
動
之
な
造
う
と
の
命
題
と
飴
.り
に
明
か
に

紙
纒
す

ろ
も
の
で
あ
ろ
。

マ
ル
グ
ス
が

一
方
に
於
て
農
民
離
村
の
著
大
な
る
の
事
實
な
認
め
な
が
ら
、
他
方
に
於

て
産
業
豫
備
軍
に
機
械
探
用

の
れ
め
に
襲
生
す

る
と
説

い
て
、
毫
も
其
間
の
調
和
な
試
み
な
か
つ
れ
の
に
、
了
解
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。
若
し
調
和
な
試
み
な
か
つ
れ
の
が
、

農
民
の
離
村
な
農
業
上
に
於
け
る
機
械
の
探
用
に
臨
し
て
、
そ
の
必
要
な
認
め
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
な
ら
ば
、
是
に
封
し
て
は
明
か
に
噺
冒

す

る
こ
と
が
出
來
ろ
o
此
の
観
察
は
事
實

に
反
す
る
と
。』
櫛

猶
ほ
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
自
身
は
農
民
離
村

の
根
本
原
因
を
求

め
て
土
地

の
私
有
制
度
に
蹄
し
、
『
資
本
主
義
的

産
業

は

「
資
本
關
係
」
と
除
剰
償
値
と
の
前
提
で
あ
る
所
の
産
業
豫
備
軍
を
造
出
す
る
も
の
で
拡
な

い
。
之
は
寧
ろ

專
ら
農
業
上
に
起
る
。
而
し
て
蝕
で
そ
れ
を
遊
離

せ
し
め
る
も
の
は
資
本
家
的
生
産
行
程
で
は
な
く
て
、
却

つ
て
そ

の
原
始
的
な
法
律
形
態
を
取

つ
て
ゐ
る
所

の
土
地
の
私
有
制
度
で
あ
る
』
㈹
と
論
じ

て
ゐ

る
が
、
吾

々
は
今
之
れ
に

立
入
つ
て
研
究
す
る
の
要
は
な

い
。
今

は
唯
だ
以
上
の
記
述
を
以

つ
て

マ
ル
ク
ス
の
法
則
の
要
當
性
を
吟
味
せ
ん
と

人
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

】
三
七

モ



商

學

討

究

第

】
巻

(上
)

欲

し

π

に

過

ぎ

な

い
の
で

あ

る
(註
+
三
)
。

●

一
三
入

(
註
十
三
)

矢
内
原
教
授
が
経
濟
學
論
集
第
四
巻
第
二
號

に
公
け
に
ぜ
ら
れ
た
ろ
論
丈

『
入
口
過
剰
に
關
す
ろ
若
干
の
考
察
』
は
、

マ
ル
サ

ス
入
口

論
の
眞
理
性
な
究
明
ぜ
ん
と
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
所
観
の
核
心
に
劉
し
て
は
余
に
喜
び
を
以
つ
て
賛
意
な
表
す

ろ
も
の
で
あ
ろ
o
但
し

教
授
の

マ
ル
〃
ス
批
評
、
殊
に

『
マ
ル
〃
ス
に
於
け
る
相
封
的
人
口
過
剰
に
直
ち
に
失
業
者
と
同
覗
し
得

べ
き
や
』
乖
關
す
る
教
授
の
異
論

に

就

い
て
は
若
干
の
疑
義
な
挿
ま
ざ
ろ
な
得
な

い
。
教
授
に
よ
れ
ば

『
資
本
蓄
積
の
W磐
展
に
俘

ふ
可
墜
資
本
部
分
の
相
劃
的
減
少
な
ろ
法
則
』
に

『
唯
だ
資
本
総
額

と
の
劉
比
に
於
け
ろ
勢
働
需
要
の
相
樹
的
減
少
即
ち
相
謝
的
人
口
過
剰
と

い
ふ
こ

と
』
彪

『
演
繹
す
ろ
に
止
ま
・り
、
必
ず
し

も
現
實
に
失
業
者
な
生
じ
な

い
o』
そ
の
観
明
な
聞
く
に
、
『今

国
"
》

に

一
定
額
の
資
本
に
醤
し

一
定
数
の
勢
働
入
口
の
存
在
な
示
す
。
K
が

三
倍

と
な
叫
糞
ろ
場
合
、
所
謂
相
謝
的
勢
働
入
口
減
少
の
法
則
に
從
ひ
、
Q
内

の
雇
傭
し
得

る
勢
働
人
口
は
れ
と

へ
ば

二
倍
即
ち

楠
〉

と
な

る

に
過
ぎ
な

い
で

あ

ら

う
。
然

う
に
此
の
期
間
に
於

て

一
般
人
口
が
P
よ
り

畠

に
、
即
ち
二
倍
に
増
加
し
t
り
と
ぜ
ば
、
勢
働
市
揚
に
存
在

す
る
人
日
の
全
部
に

い
〉

と
推
定

せ
ら
ろ
べ
く
、
從

つ
て
何
等
現
實
の
失
業
活
な
生
ぜ
ざ
る
べ
き
で
あ
ろ
。
若
し
入
口
増
加
が

H・い
℃
從

つ
て

目軌
〉

於
り
と
ぜ
ば
、勢
働
の
供
給
に
需
要
に
満
穴
ず
從
つ
て
勢
働
者
の
状
態
に
改
耳

ぜ
ら
る
、
も
の
と
云
に
n
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
入
口
増
加
率

が
可
愛
資
本
相
謝
的
減
少
率
よ
り
も
大
な

る
こ
と
な
謹
明
せ
ざ
ろ
限
り
、
資
本
蓄
積
の
増
加
は
必
ず
し
も
現
實
の
失
業
問
題
な
惹
起
し
な

い
。』

と

い
ふ
に
在
る

(
前
掲
二
七
頁
以
下
謬
照
)
。

卑
見
を
以
つ
て
す
れ
ば
教
授
の
観
は
三
つ
の
瞼
に
於
て
設
り

に
昭

つ
て
ゐ
に
し
な

い
か
oi

↓

教
授
は
先

づ

『
資
本
総
額

と
の
蜀
比

に
於
け

る
勢
働
需

要
の
相
劃
的
減
少
』
と

日
に

る
」
が
、

之
で
に

マ
ル
ク

ス
の
意
味
す

る
と

こ
ろ
な

(離
れ

て
ゐ

る
や
う

で
あ

ろ
。

マ
ル
〃

ス
に
膏

に

『
総
資
本
の
量

に
比

べ
て
相
封
的

に
』
の
み
な

ら
ず
、
『
加
遽

度
的

に
減
少
す

ろ
』
と
翫
く
o
少

く

と
も
、
相
謝
的

に
減
少
す

る
率
が

不
断

に
増
進
す

る
と

い
ふ
こ
と
が

マ
ル
ク

ス
の
眞
意

で
あ

る
。
教
授

に
此
の
職

に
闘
す

ろ

マ
ル
〃

ス
の
所

論
な

引
用
し
て

『
勢

働

に
劉
す

る
需

要

に
総
資
本
額

に
よ
ら
ず

、
簿

う
そ
の
可
愛
資

本
額

に
工
り

て
決
定

ぜ
ら

ろ

㌧
が
故

に
縫
資
本
額

の
増
加

●



カ

ぬ

ヘ

へ

と
共

に
却

つ
て
相
劉
的

に
減
少
す

ろ
』
〔
前
掲

二
五
頁

)
と
謬
し

て
居
ら

ろ
、
が

、
そ
の
所
謂

『
相
鍬
的

に
』
に

エ
y
ゲ

ル
ス
編

纂
本

(
第

十
版

五
九
四
頁

)
に
に

箕
。
σQ
「。
琶

く
と
あ

る
所
ぞ
あ

る
。
尤

も
カ

ウ
ッ
キ

ー
編
纂

本

(
第
七
版
五
六

七
頁

)
に
は

ぎ

5
巽

§
。
ぼ

と
改

め
て
に
あ

る

が
、
決

し
て
軍

純

に

『
相
封
的

』

に
と

い
ふ
意
味
で

は
な

い
。
寧

ろ

『
累
進
的

に
』
(
改
課
資
本
論

八
三
七
頁

)
と
も

云
ふ
べ
き
所
で
あ

つ
て
、

そ
の
率

は
涯
次

減
少
す

る
こ
と
な
意
味
し

て
ゐ
ろ
o
猫

ほ
そ
の
・
、
と
は

マ
ル
ク

ス
が
そ
れ

に
績

い
て
斯
う
云

っ
て

ゐ
る
こ
と
に
依

つ
て
極

め
て

明

か
.て
あ

ろ
。
ー

『
そ
れ

は
組
資
本

の
量

に
比

べ
て
相
謝
的

に
、
叉
此
の
量

が
大
と

な

る

に

つ
れ

て
加
遽
度
的

に
減
少
す

ろ
も
の
で
あ

る
。
』

と
o

⇒

教
授

が
例

示
に
於

て
假
定
さ

ろ

＼
所

の

囚

鱒
》

に
於

け
ろ
K
と
に
何
な
意
味

す

う
か
。
教

授

は
之
な

『
一
定
額

の
資
本
』

と
言

つ
て
居
ら

(

　

る
㌧
が
そ
れ
に
総
資
本

の
こ
と

そ
あ

ろ
か
、
そ

れ

と

も
勢
働
需

要
な
惹
き
起
す

可
愛
資
本
部
分

で
あ

ろ
か
。
『
勢
働
の
需
要
は
総

資
本

に
依

つ

て
決
定

さ
れ

る
も

の
で
ほ
な
く

、
可
慶
費

本
分
の
大
小

に
依

つ
て
決
分

さ
れ

う
も
の
で
あ

る
か

ら
』

こ
、
に
勢
働

人
口
A

に
謝
立

ぜ
し

め
ら
れ

☆
K
な

う
も
の

に
可
慶

資
本
分
で
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
が
教

授
が

『
K
が

三
倍

と
な
り

た
ろ
場
合

恥
丙

の
雇
傭
し

得

る
勢
働
入

口
に
穴
と

へ

ば

二
倍
即

ち

い
》

と
な

る
に
過

ぎ
な

い
』

と
云

つ
て
居

ら
る
、
こ

と
か
ら
推
す

と
、
K

は
此
の
揚
合

O
o
。・㊤
日
鳥
但
℃
津
巴

(
総
資

本
)
な

意
味
す

う
も
の

」
如
く

で
あ

る
。
然

ら
ば
即
ち

困

鴨
〉

と
は
抑
も
何
な

意
味
す

る
か
。
教
授
の
所
言
か

ら
は

K
に
総

資
本

と

い
ふ
こ
と

に
な

う
が
、
そ

れ
で
は
意
味
な
な

さ
ぬ
で
あ
ら
う
。
故

に
教

授

の
所
翫

か
ら
に
K
な
総
資
本

に
解

し
て
も
亦

可
憂
部

分

に
解
し
て
も
前
後

矛
盾
す

る
こ
と
㌧
な

る
や
う
で
あ

ろ
O

⇒

教
授
は
入

口
増
加
率
が
可
墜

資
本
相
劉
的

減
少
傘

よ
り

も
小
な

う
か
叉
は
略

ぼ
等

し
い
揚
合
な

假
定

し
て
論

じ

て
居
ら

る

」
が
、

マ
ル
ク

(ス
自
易
の
解
繹

に
よ
れ

ば
資
本
組

戊
の
憂

化

に
基

く
相
翻
的

過
剰
入

口
の
累
進
的
生
産
は
人

口
の
自
然
増
加
傘

よ
り

も
、
否
、
そ

れ
と
に
到
底

比
較

に
な
ら
ぬ
程
大
ぞ

あ
ろ
o

即
ち

マ
〃
ク
ス
に
そ
の
同
じ
頁

に
於

て

『
纏

資
本
の
増

大

に

つ
れ
て

よ
り
急
速

に
進
行
す

ろ
可
憂
資
本

分
の
斯

か

ろ
相
謝
的

減
少
は
、

一
方

に
勢
働
者
の
入

口
の
紹
謝
的

噌
殖
が
勢
働

者
の
雇
傭

手
段
衷

ろ
可

憂
資

本

よ
り
も
常

に
急
速

に
遙
行
す

る
と
'い
ふ

入
口
法

則
と

産
業
豫
備
軍

の
法
則

.

,

』
'三
九



、

(15)(14)(13)(12)(11)(10)(9)(8)⑦ 〔6)(5)(4)(3)(2)(1)

商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

,

一
四
◎

反

封

の
外
観
な
採

つ
て
現
は
れ

ろ
』

と
云

つ
て

ゐ
る
。
故

に

マ
ル
〃
ス
に
取

つ
て

に

『
入
口
増
加
率

が
可
慶

資
本
相
罰
的
減
少
寧

よ
り

も
大
な
、

ろ
こ
と
な
謹
明
』
し
な
く
と
も
、
入

口
増
加
寧

以
上

に
可
墜

資
本
減
少
率

が
大
で

あ

ろ
と

い
ふ
こ
と
な

『
謹
明
』
し

て

ゐ
る
の
で
あ

ろ
か
ら
、

此
の
貼
か
ら

マ
ル
〃
ス
な
攻
撃
す
う
に
當
な
得
な
い
そ
あ
ら
う
。
ー

蓄
積
法
則
の
批
評
に
之
れ
以
外
に
求
め
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
o

国
費
o
峯

6
0
き

↓
げ
o
国
o
甑
⑦
冨

o
h
型
o
℃
巳
曽
二
〇
p

H
o
づ
血
o
冨

お
騎
ρ

O
o
蓄

o
℃
・
9
f

℃
●
ミ
i
◎◎
.
謬

照
。

牟

澤
耕
貫
稿

『
農

民
の
都
會
流

入
と
入
口
の
集
中
』
地
方

行
政
・第

三
十

三
谷
第

四
號

四
六
頁
。

高

野
岩
三
耶
著

『
本
邦
人
口
の
現
在
及
び
將
來
』

一
一
一
頁

以
下
塗

照
。

小
泉
信

三
稿

『
産
業
豫
備
軍

と
農
民

の
都
市

流

入
』
三
田
學

會
雑
誌
第
・十
九
巻
第

八
號

o

O
℃
℃
①
5
げ
画
百
o
ご

O
崖
昌
山
げq
Φ
。・似
N
.
Q勉
.
い
◎◎
1
9
9

牛
澤
氏
前

掲
、
地
方
行
政
第

三
十
三
巻
第

五
號

二
六
八
-

二
七

一
頁
。

同

上

二
六
四
ー

五
頁
。

●

冒

卑
「
×
.
U

僧
ψ

一(
餌
℃
一
【餌
一
'
切
創
・
回
"
轟
O
◎◎
'
『
改

課

資

本

論

』

鱗
叩

一
巻

五

七

山
ハ
頁

O

寓

舞

詳

P

薗
●

O
■》
QQ
・
亡

↑

同

上

五

入

六

頁

。

冨

鴛

き

勉
.
曽
・
o
這

ψ

8

ひ
・
同

上

八

五

二

頁

。

言

陣
奏

"
9
・
鉾

O

壱

ω
・
ひ
o
α
・
同

上

八
。五

二

頁

。

宮

貧

き

餌
・
ρ
・
O

`

oD
●
8

N
i

◎o
.
同

上

八

五

四

-

五

頁

。

小

泉

氏

前

掲

七

八

ー

九

頁

o

同

上

九

一
頁

。



■

八

で
は
更

に
進
ん
で

マ
ア
ク
ス
説
批
評
の
第

二
黙
i

人
口
の
自
然
的
壇
殖

に
關
す
る

マ
ル
ク
ス
説
の
吟
味
-

に

移

ら
う
。

上
來
既

に
詳
し
く
述

べ
π
所

の
如
く

、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
勢

働
者
階
級
が
常

に

一
定

の

『
資

本
關
係
』

の
下

に
立
力
ね
ば
な
ら
顧
と

い
ふ

乙
と

、
及
び
現
役
勢
働

軍
に
比
し
て
産
業
豫
備

軍
が
不
噺

且

つ
累
進
的

に
造
出
さ
れ
ね

ば
な
ら
顧
と

い
ふ

こ
と

は
、
資
本
制
生
産

の
、
或

は
資

本
制
蓄
積

の
結
果
で

あ
う
、
同
時

に
叉

、
資

本
制
そ

の
も

の

が

依

つ
て
立

つ
と

こ
ろ

の
基
礎
條
件
で
あ

つ
π
。

マ
ル
ク

ス
自

身

の
言
葉

を
以

つ
て
云

ふ
と
、
『
勢

働
者
は
客
観
的

の
富

を
絶
ね
ず
資
本
と
し

て
、
彼

れ

の
外
部
に
立
ち
彼

れ
を
支
配
し
搾
取
す
る
所

の
力
と
し

て

生
産

す

る

と

同

時

に
、
資
本
家
竜
亦
絶
わ
ず
勢

働
力
を
ば
、

…
:
賃

銀
勢

働
者
と

し
て
生
産
す

る
。
勢

働
者
を
斯

く
不
断

に
再
生
産
し

て
永
久

の
存
在
π
ら
し

め
る

乙
と
は
、
之
れ
正
に
資
本
制
生
産

の
死
活
條
件
で
あ
る
。
』
①
『
輩
純

な
る
再

生
産

は
絶
ね

ず
資
本
關
係
そ

れ
自

身
を
、
即
ち

一
方

に
は
資
本
家

、
他
方

に
は
賃
銀
勢
働
者
を
再

生
産

す

る
竜

の
で
あ
る
が
、
そ

れ
と
同
時

に
、
規
模

の
援

大
し

つ
＼
あ

る
再

生
産

(
即
ち
蓄
積

)
も
亦
、
規
模

の
援

大
し

つ
＼
あ
る
資
本
關
係

を
、

即
ち

一
方

の
極

に
は

ヨ
リ
多
く

の
資
本
家
叉
は

ヨ
リ
大
な
る
資

本
家

、
他
方

の
極

に
は

ヨ
リ
多
く

の
賃

銀
勢
働
者

を

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
四

一

,



曙

O

商

學

討

究

第

剛
巻

(上
)

一
四
二

再

生
産
す

る
。
…
…
斯
く

の
如
き
勢
働

力

の
再
生
産

は
實
際

の
と

乙
ろ
、
資
本
そ
れ
自
身

の
再
生
産

の
要
素

と
な

つ

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
そ

こ
で
資
本

の
蓄
積

は
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
の
塘
殖
を
意
味
す

る
乙
と

に
な
る
。
』
①

然
ら
ば
産
業
豫
備
軍
1

そ
れ
は
自
か
ら
を
し
て

『
窮
乏
と
無
知
と
、
野
獣
化
と
道
徳
的
堕
落
と
』
の
深
み
に
階

れ
、
更
に
自
分
達
の
仲
間
、
現
役
勢
働
軍
を
歴
迫
し
て
資
本
家
に
依
る
搾
取
を
容
易
な
ら
し
め
、
『
勢
働
の
苦
役
』
を

除
儀

な
か
ら
し
む
る
ー

は
、
如

何
に
し
て
累
進

的
に
生
産
さ

る
＼
も

の
で
あ
る
か
。

マ
ル
ク

ス
に
依
れ
ば
、
之
れ

は
勢
働
者
自
身

の
自
然
的
曾
殖
で
は
な
く
、
少
く
と
も
そ
れ
で
は
不
充
分
で
あ

つ
て
、
資
本
制
蓄
積

の
遇
程
中
に
生

ず

る
所
の
資
本
の
有
機
的
組
成
の
鍵
化
i

即
ち
可
愛
資
本
部
分
の
相
劃
的
減
少

に
基
く
も
の
で
あ

つ
だ
。
故

に

マ
ル
ク
ス
は
日
ふ
や
う
、
『
資
本
制
生
産
方
法
は
、
資
本
が
恰
も
己
れ
の
費
用
を
以

つ
て
養
成
し

π

も
の
で
あ
る

か

の
如
く
全
く
絶
劉
的

に
隷
属
せ
し
め
て
ゐ
る
所
の
、
自
由
に
利
用
し
得

べ
き
産
業
豫
備
軍
な
る
竜
の
を
構
成
す
る

の
で
あ

つ
て
、
資
本
の
轄
攣
常
な
き
慣
値
壇
殖
慾

の
た
め
に
、
何
時
に
て
も
搾
取
し
得
る
や
う
に
準
備
さ
れ
た
人
間

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

材
料
を
ば
現
實
的
人
口
培

殖

の
限
度
(註
+
四
)か
ら
濁

立
し

て
造
り
出
す

の
で
あ

る
。
』
④
『
資

本
制
生
産

は
決
し

て
、
人

口
の
自
然
的
壇
殖
に
依

つ
て
供
給

さ
れ
る
所

の
、
利
用
し
得

べ
き
勢
働

力
の
量
だ

け
で
満

足
す

る
も
の
で

は
な

い
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

資
本
制
生
産

を
し
て
自

由

に
活
動

せ
し

め
る
控

め
に
は
、
此
の
自
然
的
限
度
(註
+
四
)
か
ら
濁
立
し
π
産

業
豫
備

軍
を

必
要

と
す

る
の
で
あ
る
。
』
㈹

噂



(
註
十
四
)

高
畠

氏
鐸
本

に
は
此
の
虚
何

れ
も

『
制
限
』

と
課
し
て
あ

ろ
が
、
之
に
同
じ

や
う
で
は
あ

ろ
が

『
限
度
』

と
す

ろ
方

が
よ
り
適
切

で
に

な

か
ら
う

か
。
加

之
、
『
制
限
』
と
す

う
と
性
急

の
讃
者
な

し
て

マ
ル
サ

ス
に
於

け

る

9
9
犀
ω
(
從

來
の
學

者
に
之
な
制
限
叉
は
妨

げ
と
課
し

て
來
お
)
、
殊

に

轟
費

巴

9

8
パ

(
白
然
的
制

限
)

と
混
同

ぜ
し
む

る
虞
れ

が
あ
ら

う
。

衙
ほ

マ
ル
サ

ス
に
於

け

る

『
自
然
的
制
限
』

の
意
味

に
就

て
に
國
民
経
濟
雑
誌

に
於

け

ろ
拙
稿
㈲
な

見
ら
れ
.よ
o

傍

で
吾

々
の
先
づ
尋

ぬ
べ
き

乏
は
、
そ

の
所
謂

『
現
實
的
人

口
塘
殖

の
限
度
』

""臼
。
し∩
9
鑓
募

・
ユ
。
『
≦
一昆
一凶9
窪

b6
。<
α
芽
巽
当
αq
ωN巷
聾
ヨ
。
、.
或
は

『
自
然
的
限
度
』
ご
虫
・
宕
9
2
「。。。
鐸
弩
寄
..
と

は
何
を
意
味

す
る
か
と

い
ふ

こ
と
で

あ

る
。

マ
ル
ず

ス
流

の
言
葉
を
以

つ
て
云

へ
ば

、
そ

は
既

に
何
等

か

の

『
妨
げ
』

を
受

け
だ

る
後

の
人

口
壇
加
力
で

あ

る
か
、或

は
叉
何
等

の

『
妨
げ
』
を
竜
受
け
ざ
る
場
合

..鶏
ゴ
2

毒
。
冨
6
冨
山
、、
の
人

口
壇
加
力
で
あ

る
か
。
之

に
就

て
は

マ
ル
ク
ス
自
身
何
等

の
説
明
を
も
與

へ
て
ゐ
な

い
や

う
で
あ

る
が

、
若

し

マ
ル
ク

ス
が
後
者

を
意
昧

し
た
と
す

れ
ば

、
之

に
封

し
て
は
明

か
に
斯

う

い
ふ
こ
と
が
出
來

る
。
何
等

の

『
妨
げ
』

を

竜
受

け
な

い
人

口
の
、
可
能
的

、

潜
在
的

塘
殖
力
な

る
も

の
は
、
之
を
今

日
の
肚
會
で

は
求

め
得
な

い
と
。

マ
ル
サ

ス
の
言
葉
を
以

つ
て
云
ふ
と

、
『
之

れ

に
就

い
て
は
先
づ
人

口
塘
加

の
力
が
完

全
自
由

に
作
用

し
た
と

い
ふ
や
う

な
國
家

は
事
實

に
於

て
未
だ
曾

っ
て
存

在
し
な
か

つ
π
と

い
ふ

之
と
を
注
意

し
な
く

て
は
な
ら

粗
。

即
ち
風
俗
が
至
純
質

朴
で

、
生
活
資
料
が
非
常

に
豊
富

で
あ
参
、
從

つ
て
家
族
扶
養

の
困
難
を
顧
慮
す
る

乙
と
よ
う
生
ず

る
早
婚
上

の
妨
害

も
な
く

、
同
時

に
叉
悪
習
、
都

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
四
三
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會

、
不
健
康

な
職
業

、
過
勢
か
ら
生
ず

る
生
命
の
濫
費
等
が
全
然
な

い
や
う
な
肚
會

は
、
實
際

に
於

て
歴
史
上
そ

の

例

を
見

な

い
の
で
あ
る
。
』
⑥

,

若

し
ま

た

マ
ル
ク
ス
の
謂
ふ
所

の

『
現
實
的
、
自
然
的
塘
殖

の
限
度
』
が

、
既

に
何
等
か

の

『
妨
げ
』

を
受
け
π

る
後

の
増
加
力
を
意
味
す

る
も

の
な
ら
ば

、
『
現
實
的
人

口
増
殖
』
が
資

本

の

『
債
値
塘
殖
慾
』
を
+
分

に
充

π
し
得

な

い
と

い
ふ
こ
と

は
、

一
慮
首
肯
す

る

之
と
が
出

來
る
。
然
し

此
の
揚
合
、
殊

に
今

日
の
資
本
家
肚
會

に
於

て
は

マ

ル
サ

ス
の
所
謂

『
妨
げ
』
が
強
烈

に
作
用

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
現
實

の
人
口
塘
殖
』
を
以

つ
て
人

ロ
壇
殖
力

の

『
限
度
』
で
あ

る
と
制
断
す

る
は
誤

ゆ
で

は
な

か
ら
う
か
。

マ
〃
ク

ス
が

日
ふ
や
う

に
勢
働
者
が
不
断

に
産
業
豫

備

軍

に
編

入
さ
れ
る
と

い
ふ
乙
と

、
即
ち

失
業
勢
働
者

の
群

に
投
げ
込
ま
れ

る
と

い
ふ

乙
と

は
、

マ
ル
サ
ス
を
以

つ

て
云
は
し
む
れ
ば
、
人

口
塘
加

に
釣
す

る

『
制
限
』

を
不
断

に
壇
加
す

る

乙
と
で
あ

る
。
そ
れ
故
に

『
産
業

豫
備
軍

の
累
進
的
生
産
』
が

『
人

口
塘
殖

の
限
度
』

或
は

『
自
然
的
増
殖

の
限
度
』
か
ら

『
濁
立
し

て
』
、
而
し
て
資
本

の
蓄

積

か
ら

の
み
行

は
れ
る
と

い
ふ
は
誤
れ

る
断
案
で

は
な

か
ら
う
か
。

ヤ
ル
ク

ス
流

に
論
ず

る
な
ら
ば
、
資

本
制
生
産

甑

は

そ

の
條

件

及

び

結

果

と

し

て
産

業

豫

備

軍

を

造

う

、

而

も
彼

等

を

『
窮

乏

、
勢

働

苦

、
野

獣

化

、
道

徳

的

喧

落

等

』

の

深

み

に

投

げ

込

む

こ
と

に
依

つ

て
そ

の

『
自

然

的

壇

殖

』
・
力

を

奪

ひ

つ

＼
あ

る

も

の
で

あ

る

(註
+
五
)
。

(
註
十
五
)

大
内
兵
衛
氏
の
近
業

『
人
口
論
に
於
け
る
マ
ル
サ
ス
と
マ
ル
〃
ス
と
の
交
錯
』
(経
濟
學
論
集
第
四
巻
第
三
號
)
に
、
或
る
意
味
に
於
て



マ
ル
キ
シ
ス
ト
の
立
揚
か
ら
前
掲
矢
内
原
教
授
の
所
論
な
駁
ぜ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
妓
で
そ
の
全
論
旨

に
就
て
精
細
な
る
吟
味
な
加
ふ

る
の
逡
な
有
し
な
い
が
、
右
論
丈
に
尚
ほ
多
く
の
鮎
に
於
て
吾
々
に
問
題
な
残
し
て
ゐ
ろ
や
う
で
あ
る
。
今

こ
」
で
問
題
に
し
て
ゐ
る
入
口
の

白
然
的
増
加
力
に
就

い
て
云
ふ
と
、

マ
ル
〃
ス
は
全
然
之
か
否
定
し
去

つ
た
と
し
て
大
内
教
授
は
斯
う
云
つ
て
ゐ
る
。
ー

『
彼
等

(
勢
働
者
)

の
個

々
別

々
の
欲
望

と
能
力

と
な
検
す

れ
ば
、

そ
の
多
檬

性
及

び
そ
の
能
力
が

(
℃
o
陣窪
け冨

と
し

て
如
何

に
強
大
で
あ
ら

う
と
)
襲
揮

さ
れ

る

程
度

に

一
に
此
の
勢
賃
の
有
す

ろ
冠

會
的

力
の
範
園

に
止
ま

う
な
見

ろ
で
あ

ら
う
。

こ
㌧
に
至

つ
て
彼
等

の
有
す

ろ
多
く

の
欲
望
及

び
能

力
の

一
に
過
ぎ

ざ
る
彼

等
の
生
殖

慾
と
生
殖

力
に
、

:
:

M
定

の
制
限

内
即
ち
勢
貸

の
肚
會
的
存

在
高

に
依

つ
て
制
約

さ
れ

て
の
み
存
す

る
こ
と

」

な

る
。
』

(
五
三
-
四
頁

)。
從

つ
て

『
「
雨

性
間

の
情
慾

」
か
ら

「
入
口
」
に
近

よ
ら
う

と
し

て
も
、
此
の
情

慾
が
勢
働

力
の
供
給
者
と
し

て
の

入
間

に
閣

す

ろ
結

果
と
し
て
、
此
の
情

慾
の
登

露

も
他

の
欲
望

の
髄
露

と

一
般

、
「
肚
會
的

に
」
決
定

せ

ら

ろ

N
と
こ
ろ
の
勢
賃
の
大

さ
と

い

ふ

一
線

に
依

つ
て
喰

ひ
と
め
ら
れ

て
し
ま
ふ
の
で
あ

ろ
。
』
(
六

一
頁

)
と
。

右
大
内
教

授
の
所
醗
は
、
現
在

の
資
本

家
杜

會

に
於

て
に
入

口
の
自
然
的
増
加

力
に

そ
の
ま

㌧
作

用

ぜ

ず

し

て
勢
貸

の
範
園

内

に

『
制
限
』

ぜ
ら
う
と

い
ふ
に
在
る
。
之

れ
に
由

つ
て
吾

々
に

マ
ル
〃
ス
の
所
謂
入

口
の

『
白
然
的

限
度
』
ば
既

に
種

々
の

『
制
限

』
な

受
け
た

ろ
後

の
人

口
増
加

な
意
味
す

る
も
の
で

あ

ろ
こ
と
な
知
り

得

う
と
同
時

に
、
そ
に
、
何
等
の

『
制
限
』
な

も
蒙

ら
ざ

る
前
の
猛
烈

な
ろ
入
口
の
増
殖

力
加

想

ふ

マ
ル
サ

ス
の
所
説

に
■野
し

て
、
何
等

の
反

駁
と
も
な

ら
な

い
こ
と
な
悟
り

得

る
で

あ
ら
う

。

マ
ル
サ

ス
に
、

入
口
の
層

加
に
甚
だ
急
速

.て

あ

ろ
け
れ
ど
も
諸

々
の

『
妨

げ
』

に
依

つ
て
制

限

ぜ
ら

る
と
説
き
、

マ
ル
〃

ス
に
、
否
、
大
内

教
授

に
現

に
資

本
家
肚
會

に
於

て
入
口
増
殖
力

に
勢
賃

の
限

度
ま
で
制

限

ぜ
ら

ろ
と
主

張
す

る
。
而
し

て
そ
れ

は
相
癬
排
す

ろ
命
題

で
は
な
く

て
相

包
合
す

る
命
題

で
あ

る
。

此
の
限
り

に
於

け

ろ

マ
〃
〃

ス
の
所
設
に
、
卑
見

に
依
れ
ば
、

マ
ル
サ

ス
説
の
反
駁

と
は
な
り
得

な

い
の
ぞ
あ

ろ
。

と

こ
ろ
が

マ
ル
ク
ス
に
依
れ
ば
、
前
に
述

べ
泥
如
く

『
総
資
本
の
檜
大
に
つ
れ
て
よ
ウ
急
速
に
進
行
す
る
可
墾
資

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
四
五
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本
分
の
相
劃
的
減
少
は
、

一
方
に
勢
働
者
入
口
の
絶
封
的
壇
殖
が
勢
働
者
の
雇
傭
手
段
泥
る
可
愛
資
本
よ
ム
も
常
に

急
速
に
進
行
す
る
と

い
ふ
反
劉
の
外
観
を
採

つ
て
現
は
れ
る
。
』
即
ち
從
來
學

者
の
所
説

に
反
し
て
、
人
口
過
剰
と

い

ふ
こ
と
が
現
は
れ
る
の
は
勢
働
者
人
ロ
が
絶
劉
的
に
増
殖
し
尤
の
で
は
な
く
て
、
そ

の
雇
傭
手
段
泥
る
可
鍵
資
本
が

減
少
し
た
の
で
あ
る
β
而
し
て
此
の
こ
と
は

『
資
本
制
生
産

の
必
須
條
件
』
で
あ

る
。
傍
で

マ
ル
ク
ス
は
此
の
、
人

口
の
自
然
的
塘
殖
の
み
で
は
資
本
制
生
産

の
π
め
に
不
+
分
で
あ
う
、
而
も
同
時
に
過
剰
人
口
が
生
ず
る
と

い
ふ
事

實

、ー

マ
ル
ク

ス
自
身

の
言
葉
で

い
ふ
と

『
勢
働
者

の
自
然
的
塘
殖

が
資
本

の
蓄
積
慾

を
充
π
す

に
足
ら
ず

し
て
、

而
も
同
時

に
そ
れ
を
超
過
す

る
と

い
ふ
乙
と
』
1

之
れ
を

マ
ル
ク
ス
は

『
資

本
の
蓮
動
そ

の
も

の
の

一
矛

盾
』
も
ぎ

≦

-置
臼
ω
鷲
ロ
9

ω
0
言
〇
二

Wo
〆器
σq
巷

σq
冠
$

囚
巷

凶琶

。。
〕
。。
O
一げ
鴇
へ.
と

呼

ん

で

ゐ

る
①
。

斯

く

の
如

く

マ
ル

ク

ス

は
人

口

過

剰

の

根

本

原

因

を

ば

常

に
資

本

の
作

用

に
蹄

せ

し

め
π

の
で

あ

る

が

、

此

庭

に

注

意

す

べ
き

こ
と

は

、

マ

ル
ク

ス
と

錐

も

全

然

人

口

そ

れ
自

身

の

増

殖

、

即

ち

絶

封

的

壇

殖

を

除

外

し

尤

竜

の
で

は

な

い
と

い
ふ
乙
と
是
で
あ
る
。
即
ち
彼
れ
は
或
る
所
で
斯
う
云

つ
て
ゐ
る
。
ー

『
勢
働
者
階
級

の
不
断

の
生
産
及
び

再
生
産
は
、
資
本
の
再
生
産
に
必
要
な
不
断

の
條
件
と
な
つ
て
ゐ
る
。
資
本
家
は
此
の
條
件

の
成
就
を
ば
安
ん
じ
て

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

勢
働
者

の
自

己
保
存
衝
動
と
生
殖
衝
動

と
に
委
ね
る

乙
と
が
出
來

る
。
』
⑧
と
。
又
彼

れ
は
、
資
本

に
依

つ
て
急
激

に

清
費
さ
れ
、
大
抵
は
中
年
で
腰
朽
に
属
し
て
了
ふ
成
年
勢
働
者
を
補
ふ
の
必
要

i

『
肚
會
的
必
要
』
1

は
、
『
工



へ

も

業
勢
働
者

の
生
活
事
情

に
必
然
件

ふ
と

乙
ろ

の
早
婚
と
勢
働
兇
童

に
劃
す

る
搾
取

が
彼
等

の
生
産

に
附
す

る
と

乙
ろ

の
プ

レ
ミ
ァ

ム
と

に
依

つ
て
充

π
さ
れ
る
。
』
⑧
と
云

つ
て
ゐ
る
。

乙
れ
即
ち
彼

れ
自

か
ら
人
口
の
そ
れ
自
身

の
壇
加

ー

絶
甥
的
檜
殖

を
認
承

し
禿
も

の
で
あ

る
。
之
れ

に
依

つ
て
見

れ
ば

、
'勢
働

者
人

口
を
過
剰
な
ら

し
む
る
も

の
は

マ
ル
ク

ス
の
言

ふ
が
如
く
資
本
そ

の
も

の
の
作
用
で

は
な
く

つ
て
、
彼
等
自
身

の
出
産
で
あ

る
と

い
ふ
乙
と
が

出
來
や

う
㈹
。

マ
川
ク
ス
は
、
人

口
の
絶
剰
的
壇
加

に
着
眼
し
π
所

の

マ
ル
ず
ス
流

の
人

口
法
則
を
批
評
し

て

『
抽
象
的

の
人

口

洪
則

な
る
も

の
は
、
人
類

か
ら
歴
史

的
に
干
渉
を
受

け
な

い
と

い
ふ
方
面

か
ら
見
π
動
植
物

の
上

に
の
み
存
在
す

る

に
過
ぎ

澱
温

と
云

つ
π
が
、
こ

＼
で

は

マ
ル
ク

メ
自
身

も
、
勢

働
者

階
級

の
不
断

の
再

生
産

の
根
本
原
因
を
ば
、
自

然
的
抽
象
的

な

『
自

己
保
存
衝
動
と
生
殖
衝
動
』

と
に
求

め
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
突

き
詰

め
て
論
ず
れ
ば

、

マ
ル
ク

ス
の
所
説

の
根
幹

に
は
、
勢

働
者
を
以

つ
て
軍

に

『
自

己
保
存
衝
動
と
生
殖
衝
動
と
』
に
支
配
さ
れ

つ
＼
あ
る
も

の
、

從

つ
て
勢
働
力
の
雇
傭
…手
段
ー

然
う
勢
働
者
の
生
活
資
料
1

さ

へ
増
加
す
れ
ば
そ
れ
に
鷹
じ
て
勢
働
者
人
口
が

壇
加
す
る
と
の
考
、
即
ち

マ
ル
サ
ス
人
口
注
則

の
根
本
観
念
が
横
は
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勢
働
力
の
雇
傭
手
段
塘

加
す
れ
ば
勢
働
者
人
口
之
れ
に
件

つ
て
壇
加

す

る
と

い
ふ

こ
と

は
、

マ
ル
サ
ス
人
口
論
に
於
け
る
第
二
法
則
ー

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

『
或
る
甚
だ
有
力
且
つ
顯
著
な
る
妨
げ
に
依
つ
て
抑
塵
さ
れ
な

い
な
ら
ば
、
人
口
は
生
活
資
料
の
増
加
す
る
と

Z
ろ
で

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
四
七
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ヘ

ヘ

ヵ

も

ヘ

ヘ

へ

は
必
ず
壇
加
す

る
』⑯

と

い
ふ
命
題

の
ほ
か
何
物

で

も

な

く
、
從

つ
て
此

の
法
則
を
除

外
し
て
は

マ
ル
ク
ス
の

所
説

は
理
解

し
得

べ
く

も
な

い
。

否
、

マ
ル
ク
ス
が
勢
働

者
階
級
の
増
殖

(
資
本
關
係

の
再

生
産

)
を
ぱ
資

本
制
度

そ

の
も

の
の
機
能

に
蹄

せ
し

め
カ
る
は
、
實

は
此

の

マ
ル
サ

ス
人

口
法
則
を
土
壷
と

し
て
ゐ
禿

の
で
あ

る
(註
+
六
)。

(
註
十
六
)

ツ
ガ

y
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
収
そ
の

『
杜
會
的
分
配
學
観
』
に
於
て

『
勢
働
力
の
成
立
が
生
産
行
程
で
あ

ろ
な
ら
ば
、
勢
鋤
者

に
罰
す

る

需
要
が
増
加
す
れ
ば
、
從

つ
て
勢
働
者
階
級
の
生
活
維
持
並
に
賃
銀
が
昂
騰
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
い
つ
で
も
入
口
の
増
殖
に
導
か
ざ
れ
ば
巳

ま
ぬ
筈
ぐ
あ
る
。
而
し
て
此
の
如
う
な
考
に
凡
て
の

「
賃
銀
鐵
則
」
の
蓮
奉
者
の
そ
れ
で
あ
る
』
が
、
之
に
競
近
の
続
計
上
の
事
實

に
反
す

る

こ
と
で
あ
つ
て
、
勢
働
者
階
級
の
生
活
程
度
の
向
上
に
、
出
産
の
増
加
に
は
導

か
ず
、
却

つ
て
反
謝
に
そ
の
減
少

に
導

い
t
の
で
あ
る
と
し
働

勢
働
力
な
養
ひ
且
つ
生
産
す

ろ
も
の
は
資
本
家
で
あ

ろ
と
の
親

ー

マ
ル
〃
ス
の
そ
れ
の
如
き
ー

を
駁
し
て
斯
う
云
つ
て
ゐ
る
o
『
資
本
家

に
勢
働
者
の
員
数
な
増
加
せ
し
む
ろ
直
接
の
手
段
な
有

つ
て
ゐ
な
い
。
敦
と
ひ
勢
働
市
揚
に
勢
働
者
の
抑
底
が
認
め
ら
れ
て
も
賢
本
家
に
、
新

手
の
勢
働
者
為
入
口
増
加
の
奨
働
に
依

つ
て
逡
叫
出
し
得
う
も
の
で
に
な

い
G
市
揚
に
現
に
ろ
」
と
こ
ろ
の
、
彼
れ
に
必
要
な

ろ
勢
働
者
の
数

ラ

に
、

全
く
彼

等
の
意
思
か
ら
濁
立
し
れ

も
の
で

め
ろ
。
』
姻

と
。

ッ
ガ

ン
設
の
當

否
は

こ
」
に
措

い
て
問
に
ず

、

マ
ル
〃

ス
の
思
想

の
根
姻

に
に

マ
ル
サ

ス
人
ロ
法

則
の
観

念
が
如
何

に
深
く
喰

ひ
入

つ
て

ゐ

る
か
と

い
ふ
こ
と
に
、
之
れ

に
由

の
.
て

も
察
知
す

ろ

こ
と
な
得

ろ
で
あ
ら
う
。

こ
＼
に
於

て
余

は
略

ぼ
次
の
如
き
断

案
を
下
し

て
大
過
な

い
か
と
思
ふ
。

の
法
則
は
、

マ
ル
サ
ス
の
人

口
法
則

を
ば
根
抵
よ
う
覆

へ
し
π
も

の
で

は
な

い
、

抵
と

し

て
産
業
豫
備

軍

の
注
則

は
樹
立
さ
れ
虎
の
で

あ

る
、
と
。

曰
く
、

マ
ル
ク

ス
の
産
業
豫
備

軍

却

つ
て

マ
ル
サ

ス
人

口
法

則
を
根
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.

九

以
上
縷
述
せ

る
所

に
依

つ
て
余

の
論
謹
し
得

禿
と
思
ふ

こ
と

は
、

マ
ル
ク

ス
の

『
資

本
論
』

は

マ
ル
サ
ス
の

『
人

入
口
法
則
と
産
業
豫
備
軍
の
法
則

一
四
九

●



商

學

討

究

第

一
巻

(上
)

一
五
〇

ロ
論
』
を
ぱ
根
抵

よ
h
覆

へ
し
π
も

の
で

は
な

い
と

い
ふ

こ
と
是
で
あ

る
。
從

つ
て

マ
ル
サ

ス
人

口
法
則

は
今

日

の

資

本
主
義
肚

會
に
於

て
も
全
然
無
用
化
さ
れ
尤

竜
の
で

は
な

い
、
と
同
時

に
、
資

本
主
義

の
腰

止
さ
れ
π
後

の
肚
會

に
於

て
は

マ
ル
サ

ス
の
主
張
せ

る
が
如
き

人

口
問
題

は
何
故
に
生
ず

る
の
虞

れ
は
な

い
か
は
、

マ
ル
ク

ス
自

身

に
依

つ
て
は
毫

も
明

か
に
さ
れ
な
か

つ
π
と

こ
ろ
で
あ

る
。
問

題
は
依
然

問
題
と
し

て
残

つ
て

ゐ
る
。

資
本
主
義
肚
會
に

於

て
は
、

マ
ル
サ

ス
人

口
法
則
は
如
何
な
る

ヨ
。
α
6
8
け一。
諺

を
受

け

つ

、
あ

る
か
。
肚
會
主
義
肚
會
に
於

て
は
、

過
剰
人
口
問
題
は
何
故
に
毅
生
す
る
の
虞
れ
は
な

い
か
。
1

而
し
て
そ
は
正
に

マ
ル
ク
ス
以
後

の
肚
會
主
義
人
口

論
者
に
残
さ
れ
π
る
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
繊
。
乞
ふ
稿
を
改
め
て
之
を
論
ぜ
む
。

4

痴 し

 

■




